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第 19 回総会報告 

第 19 回総会は昭和 f61 年 5 月 16 日午後 3 時半より筑波大学大学会館において 開催された。 安 増枠 

亭長の開会の 辞に引き続き ，筑波大学の 岡田 益吉氏 が議長に選出され ，以下の次第で 議事が進行 

し 全て承認された。 

1. 渡辺浩第 19 回大会委員長挨拶 

2. 加藤淑総会長挨拶 

3, 昭和 60 年度活動報告 

㈲事務局より : 並木秀男庶務幹事   

・会員数 昭和 61 ヰ -R 同 g 日現在 7Rf 人 

・会費納入率 約 60% 

・アカデ ，ック ・プレスによる 海外頒布が f60 年 10 月 1 日正式に決定 現在 RRO 部が頒布さ 

れている。 

  サーキ、 ラー 51-53 号完了 

。 運営委員会 1 れ 1(34 回 ), 5/14(35 回 ) に開催 ( 内容はサーキ ，ラ ー 参照 ) 

・学術会議の 正式登録団体として 当 学会は 60 年 11 月に承認された。 

。 山田財団に よ る研究援助候補者として 雪竿 よ り 2 名推薦 ( サーキ、 ラー 53 号参照 ) 

続いて安堵幹事より ，円高に伴う DGD 海外頒布の差損の 説明 ( サーキ、 ラー 53 号参照 ) 

と ， DGD マーク入りのテレホンカードの 購入のお願い ( 本号参照 ) がなされた。 

( 日 )DGD 編集委員会より : 山名清隆主幹 

。 60 年度は 27 巻を 6 号進出版済 ( 初めて年内に 完了 ) 

・本年度からは ，読者へのアピールと 本雑誌の充実を 目的としてⅡ eview を載せる計画な 

ので御協力お 願いします。 

4. 昭和 60 年度決算報告 藤原昭子会計幹事 ( サーキ，ラー 53 号参照 ) 

5, 会計監査報告 高橋三保子監査委員 

適正であ った 旨 報告された。 

6. 昭和 61 年度の学会活動について 加藤淑総会長 

・次期大会は 京都で行 う 。 

・本年度は選挙の 年であ る。   

・選挙管理委員及会計監査委員を 以下の通り 嘱住 した。 

黒田行照，森脇和郎，清水 裕 ( 選挙管理委員 ) 

利根川泰 遠 ，石田秀司 ( 会計監査 ) 

・山田財団以覚の 推薦母体になることを 現在検討中。 

・本学会 p 財政難を解消するため 会員，賛助会員， DGD サーキ、 ラ 一の広告の増加に 御 

協力 願 かたい。 
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7. 学術会議について 平本幸男 

サーキ， ラー 53 号を参照して 下さい。 

8. 昭和 61 私度予算案 藤原昭子会計幹事 

サーキュラー 53 号参照 

9. 第 20 回大会準備委員長挨拶 米田満 樹 ( 京都大学 ) 

10    その他 

・ 基生 研の鈴木義昭氏ょ り 大会のあ り方について 意見が出た ( 本号参照 ) 

第 35 回運営委員会報告 

第 、 35 回運営委員会は 昭和 f6] 年 5 月 14 日 2 時 よ り筑波大学大学会館で 行われた。 出席は以下の 通 

t). 

加藤淑 裕 ( 会長 ), 天野実 ( 編集幹事 ), 大西 英繭 ，片桐千秋，岡田節人，塩川光一郎， 竹市 雅俊， 

固 まりな，京中川 徹 ，山名清隆 ( 編集主幹 ), 黒田行 昭 ，杉山 勉 ，毛利秀雄，清田浦 樹 ， ( 以上達 

営 委員 ) 。 岡田盤古 ( 大会準備委員会 ) 。 高橋三保子 ( 会計監査 ) 。 安増 郁夫幹事長，藤原昭子会計 

幹事，並木秀男庶務幹事。 

報告審議事項のうち 総会と重複するものは 省略。 

。 選挙に先立ち 名簿を作成するが ，コソ ピ、 一タ 一で漢字打ちを 行い簡略化する。 

・学会の財政難の 解決策として 次の案が出された。 

賛助会員の増大をはかるため 運営委員に努力してもら ぅ 。 広告を取り易くするためケーキ 

ュラ 一の充実をはかる。 会員増大のため 学生会費を考える ( このための資料を 集める ) 。 会 

費の自動口座振替を 考える ( 本号参照 ) 。 テレホ ソヵ一ド 販売 ( 本号参照 ) 。 

  学術会議報告 : 本学会を研究連絡会議に 加える努力をしている。 そのための専門委員会を 

作ることを申請する。 ( 平本委員 ) 

・岡田節人先生挨拶 : 本年 6 月で国際発生生物学会会長を 任期終了する 報告があ った。 

事務局より 

DGD 編集主幹の交代 

来年度 よ り山名主幹に 伐 って京都大学の 米田満 掛 先生が編集主幹となることが 決定しました。 

( 運営委員の賛否を 手紙によってはかりました ) 。 結果は賛成 24, 白票 1 でした。 尚 ，編集幹事， 

委員は後程決定され 次第お知らせ 致します。 

学会費の自動口座振替について 

本学会の年会費が ，銀行の口座振替で 自動的に振込み 出来る よう 学会 セ ソタ 一 と交渉した結果， 

来年度から可能 E なりました。 もちろん，従来通り 郵便局の振替でもよろしいのですが ，自動的 

になりますと ， うっかり忘れるということがなくなり ， 又 ，いちいち郵便局へ 出かけ 6 手数も省 
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かれますので 便利になると 思います。 どうぞ 御 利用下さい。 詳しくは次回のサーキ ， ラ 一に掲載 

致します。 

学会発表の特許申請について 

このたび，事務局は ，特許法に基ずく 学術団体指定の 申請を特許庁に 提出致しました。 特許庁 

の指定学術団体の 公式に開かれた 会合での発表 ( 公式記録を伴な う もの ) に関しては，発表から 

6 ケ月 以内であ れば，特許申請が 可能です。 特許庁による 指定のない団体の 会合での発表は ，そ 

の発表によってその 内容が公知の 事実と認定されるため ，発表後には 特許申請は不可能 E なりま 

す。 指定学術団体の 公式会合での 発表によって ，特許の優先権 が認められ得るか 否かについては ， 

特許法には明記されていませんが ，習慣的には 認められ得るものであ るということです。 詳細に 

ついては，日本発生学会が 特許庁指定学術団体になった 段階で，サーキ ， ラ 一に報告致します。 

  

テレホカード 頒布 

すでに， 前サーキ、 ラ 一の会計報告に 掲載致しましたが ，決算表から 計算致しますと ，発生生 

初学会の経常収入に 赤める DGD 関係の収入 CDGD 売上，文部省助成金，超過ぺージ 代金， 広 

告等 ) は， 60% 以上を占め，学会費の 占める割合 は わずかに 32% にしかすぎません。 大きな為替 

差損に よ る減収入のため ，本年度から 当 学会の財政は 極めて困窮することは 明らかです。 

そこで，今回この 窮状を少しでも 救 うキャソギ一ソを 実施することになり ，発生生物学会発行 

のテレホ ソヵ一ドを 発売することになりました。 1 枚でも多くお 買い上げ頂き ， 当 学会の財政 危 

機を回避するため ，会員の皆様に 御協力を戴きたいと 考えます。 どうぞよろしくお 願い申し上げ 

ます ( 会員以外の方でも 御 買上げ下されば 幸いです ) 。 

テレホンカード C50 度 ) 1 枚 1,000 円 

実 費 500 円 

印刷費 ( デザイソは DGD の表紙 260 円 

郵送料 60 円 

学会への実収入 180 円 ( 予定 ) 

御希望の方は ，下記に料金を 払込み下さい。 カードの郵送をもって ，領収書にかえさせて 戴 き 

在すので御了承下さい ; 特に領収書を 御希望の方は ，事務局まで 御連絡下さい。 

0 郵便振替 東京 0-44519 

〒 160  東京都新宿区西早稲田 1-6-1 

早稲田大学教育学部生物学教室内 

日本発生生物学会 

電話 (03) 203-4141  円 3911 

現金の場合は ，事務局 死 にお願いします。 
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日本発生生物学会への 寄付 

61 日本発生生物学会への 年 5 月 19 日，事務局へ「渡辺浩先生の 寄付 御還暦をお祝いする 会」有志の方々から ，本学会 CD 

GD 出版のため ) へ 2 万円の寄付が 送金されました。 有難 う ございました。 厚く御礼申し 上げま 

す 。 

日本発生生物学会 

事務局 

第 mg 回大会を終って 

渡辺 浩 ( 大会委員長，筑波大学・ 生物科学系，下田臨海実験 セソタづ 

日本発生生物学会第 19 回大会は，昭和 61 年 (1986 年 05 月 1t r.16.17 「 日の 3 日間，筑波大学大学 

会館にて行われました。 

東京の人が見えて ，近いようで 遠い立地条件の 筑波・ 桜村で 果して学会員がどのくらい 参加さ 

れるか，些か 危惧しておりましたところ ，口演発表が 2 会場で 126 題，ポスタ一発表が 1 会場で 26 

題，そして 346 名とい 5 今までにない 多数の参加者があ り， 3 日間連日，非常に 熱心な発表と 討 

論が繰返されましたことは ，私達大会世話人として 大変嬉しく思っております。 

発表も個体レベルから 分子レベルまで ，多岐にわたり ，しかも密度の 高い内容であ ったことか 

ら考えまして ，日本の発生生物学は 正しく世界をリードしているといっても 過言ではあ りません。 

近年，発生工学的或いは 遺伝子工学的手法の 新しいテクニックが 開発され，今後，発生生物学も 

飛躍的な発展をすると 思われます。 しかし，私達はこれら 新しい手法に 逆にふり回されて ，本来 

の発生現象の 基本的な問題を 見失うことのないよう 心がげたいものです。 自分自身の研究の 生物 

学的意義について 常に考えながら ，地道にデータを 集積することも 是非必要であ ろうと考えま 

す。 そして，日本人でなければできないような 独創的な研究を 基礎として，今までにない 独自の 

発生論を打立てようではあ りませんか。 

ところで，この 学会が成功 裡に 終ったかどうか ，私達は御批判を 受ける立場にあ りますので， 

自画自賛はすべぎではあ りません。 参加者の方々から 積極的な御意見を 賜り 痩 く思います。 終り 

に，学会をもり 上げるべく御協力いただいた 座長の方々に 深く感謝いたします。 また，大会の 企 

画 。 運営にあ たっては，岡田祐吉，平林民雄，芳賀和夫，高橋姉保子の 諸氏とその研究室の 方々 

の少数精鋭主義により ，人手も金も ，更に時間もかげなくて 最大の効果を 挙げるべく努力いたし 

ましたことも 記録にとどめ 痩 く思います。 

来年には，京都で 開かれますが ，丁度 20 年の節目を迎える 発生生物学会にふさわしい ，そして 

今年以上の熱気あ ふれる討論の 場となりますよう 信じて，筑波・ 桜 村からのメッセージといたし 

ます。 
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日本発生生物学会 

第 19 回大会会計報告 

1. 収入の部 

大会参加費 1,634,000 

  内訳一般④ 学生④ 5,000 4,000 円 円 X250 X  96 人 人 = = 
学会本部よりの 補助金 

1,250,000' 384,000.   
250,000 

広告掲載料・ 展示 料等 ( 要旨 集 のみの売上を 含む )  446,310 ， 

要旨 集 売上げ ( 当日分 ) ④ 3,000 円 x 5 冊 15,000 

利 子 5,258 

収入合計 2,350 ， 568 

2,  支出の部 

会場使用料 207,200 

事務用品・会場設営 費 145,877 

アルバイト人件費 ④ 5,000 円 X26 人 x 4 日立 520,000 

弁 当 代 67,000 

茶 菓 代 98,965 

通信。 郵送費 11,390 

印 刷 費 35,800 

支出合計 1,086,232 

3.  残 金神 1,264,336 

* 広告掲載料・ 展示 料 ( 郵便振替手数料 差引 ) 合計 631,450 ， 一 より 

  懇親会補助合計 185,140 ． 一 を差引いた残金 446,310 ． 一 を繰入れ 

淋 残金は学会木部に 寄付 ( 銀行振込手数料差別 ) 

表 大会参加者数内訳 
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大 会 後 記 

筑波大学生物科学系 

岡 田 益 吉 

会計の整理が 終って，第 19 回発生生物学会大会もやっと 閉会となった。 全会員の半数に 近い参 
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  加 者があ り，盛会の 5 ちに無事全日程を 終えることが 出来たのは，ひとえに 参加された方々のお 

力添えのおかげであ り，また筑波大生物科学系の 会員，学生の 献身的協力の 賜物と ， 心から感謝 

の 言葉を中上げる。 
  

さて，大会のお 世話を引受けた 時の心配の一つであ った経費の点も 終って見れば 黒字決算とな 

り，円高の波に 溺れかけている 学会に一本の 葉程度の寄付が 出来て，主催者として 一応ほっとし 

ている。 しかし，これを 一会員としての 眼で見ると，これ 種の黒字となるのであ れば大会参加費 

をもう少し安く 出来なかったか ，とい 5 疑問が生ずる。 

今大会に関しては ，会場として 大学の施設を 使うことが出来たこと ，参加・講演申込の 処理， 

という大会前 数ケ 月の業務のための 人件費を別途に 工面出来たこと ，などの点があ って予測より 

ずっと経費節減が 出来たことは 確かであ るが，それにしても 収入予測の失敗であ った。 その原因 

は予想を上まわる 当日参加者数 ( 表参照 ) にあ ったのであ るが，今回はシソポジウム ，特別講演 

などの企画をしなかったこともあ って，プロバラムを 見てから参加を 決める人が何人であ るかを 
  

予測して大会参加費を 決めることは ，まず不可能であ った。 これは今回に 限らず，大会主催者の 

誰もが抱く悩みであ ろうし 始も は大いに経費不足を 心配し，最後は 黒字の多さに 戸 迷 う ，とい 

ラパターンがこれからも 繰返されるのではなかろうか。 なお，蛇足を つ げ加えるならば ，学会に 

よっては，当日参加費を ROO 円 ～ 1,000 円高くしているそうであ る。 

大会所感 
  

嶋田 拓 ( 東大・ 理 ・動物 ) 

今大会は前大会と 違って口頭発表を 主にした形式で 行われたが，講演，ポスターいずれも 熱心 

な 討論が行われ ，市大会に劣らぬ よ い集まりであ った。 会場もきわめて 立派で ， 特に A 会場はゆ 

ったりしていて 気分 よ く講演を聞くことができた。 そのせいかどうか 知らないが， B 会場よりも 

なごやかな雰囲気で 討論が行われていた よう であ る。 

口頭発表とポスターはいずれも 一長一短があ り，どちらがよいとも 主張しにくいが ，口頭発表 

形式に長年慣れて き たものにとっては 何となく口頭発表の 方が気楽な感じであ った。 ただし，内 

容によってはポスタ 一の方が適しているものもあ り，今大会のように 両者併用が適当なところで 

はないだろうか。 

今大会でも遺伝子レベルの 研究発表が華やかで ，ここでも例にもれず ，各種覚来遺伝子を 導入 

された動物 達 がさかんにつくり 出され賑やかなものであ った。 

細胞分化における 細胞質因子の 役割りを追求する 研究も興味深かった。 単 クローソ抗体を 利用 

した細胞系譜の 研究発表には 非常に興味深い 労作があ り，感銘させられたことを 記しておきたい。 

いつも届けことであ るが，初期胚の 示す特異な細胞周期に 関する研究発表が 少ないのはなぜであ 

ろ うか 。 発生学上の重要な 問題の一つであ ると考えるのであ るが。 

雨に降り込められてやむなく (?) 総会に出席してみた。 相変わらず閑散としていたが ，雨の 

せいで例年よりは 出席者が多かったそうであ る。 総会で特に印象的だったのは ， 「同色内容の 研 
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究を別の学会でも 発表するのは 如何なものか」とい 5 鈴木氏 ( 基 生所 ) の発言であ った。 小生に 

もいささか覚えのあ ることで，つねに 気にしていることであ る。 よ り多くの研究者に 自分の成果 

を知らせて討論するという 見地からはあ る程度容認されるべきことかとも ぼ けがもっとよく 考え 

てみたい。 

本学会は動物学会の 発生部門とはいささか 趣きが異なっており ，動物学会で 聞げない講演も 聞 

き， 会えない人達とも 話する機会があ った。 小生の入会は 遅く，数年双にすぎないが ，それ以来 

毎年出席することを 楽しみにしている。 次 大会も研究室を 中にして出席できることを 願っている 

次第であ る。 

  

  

「新参者の見た 発生生物学会」 

万 能 徳 ( 早稲田大・ 教 ・生物 ) 

発生生物学会に 入会したのは 二年前のことです。 もともと内分泌学の 分野で研究をしていたの 

ですが，発生学に 憧れて， 3 年ほど熟考の 未，自らの研究テーマを 発生学の方向に 転換させまし 

た 。 三年の月日は 長く，発生生物学会に 入会する前には ，学会に対する 期待も自然と 高まって い 

ました。 さて， 他 分野からの移民であ る若き学徒の 目に，今回の 発生生物学会がどのように 映っ 

たかを述べてみましょう。 

" パーフォーマンス " という言葉が 脳裏 をかすめるほど 超モダソ な筑波大学大学会館の 会場で ， 

新参者の私にとってもっとも 印象的だったのは ，活発な議論のやりとりでした。 研究の目的や 意 

義 をあ らためて問いただしたり ，結論を導くための 方法，結果に 疑問を投げかけたりという 遠慮 

のない，しかし 木質を つ いた質問が，他の 学会よりも多く 出されていたよらに 思えました。 この 

ょう な質問に対して ，しばしば白熱した 議論が交されていましたが ，そこでは研究室に 閉じ込も 

っていては決っして 得られない一種の 知的な開放感を 味わうことができました。 

発生生物学会において ，このような 活発な議論を 可能にしている 要因は何なのでしょう。 私が 

もっとも重要だと 居 、 F) ことは，議論をしているお 互いが発生生物学上の 基本的な概念を 共有し ， 

無意識のうちにその 上に立って相互の 論理を展開しているという 点です。 ，発生現象を 理解するた 

めに先人が築きあ げてきた発生生物学上の 概念は， 他 分野で研究をしてきた 移民にとっては 羨 ま 

しいほど堅固でバラエティ 一に富んでいます。 現在の学会を 賑わしている 新しい技術，遺伝子 

クローニンバ ，モノクローナル 抗体，キメラ 動物等を用いた 研究の底を流れる 基本的な概念は ， 

発生学の教科書に 載っている ル 一や ドり，一シ ， らの細胞分化の 内的要因，覚的要因に 対する 者 

え方を常に内包しているように 思えます。 これらの先人たちは 発生現象を研究する 上での " コソ 

パス " を 我々に与えてくれているという 思いがします。 近年になっても 発生生物学分野では ， 複 

雑 で神秘的な発生現象を 解明するために ，多くの示唆に 富む ェレガソト な概念が提示され ，それ 

らは私たちが 研究をすすめていく 上での " 道標 " になってくれているという 気がします。 私など 

は ，研究計画をたてるとき ，実験結果を 考察すると ぎ，人 と議論をするときには ， この " コソ パ 

ス " と " 道標 " を遠慮なく利用させていただいています。 そして，そのときには 発生生物学の 分 
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野 に移住する前には 決っして得られなかった 宏度感を覚えます。 大会会場において ，この安慶 感 

こそが，我々を 心地好い議論の 道へ導いてくれているのではないでしょうか。 

発生生物学は 今後ますます 魅力的な分野になり ，これからも 私のよ 5 な移民は多くなると 思い 

ます。 そこで最後に 私のような移民のために 大会について 一言。 新しくこの分野に 入った者にと 

ってシソポジウムはあ る特定の話題を 包括的に理解するためのよい 機会です。 次回大会では ，ぜ 

ひ我々の研究の " 道標 " となるようなシソポジウムを 開いていただくことをお 願いします。 

「もっと時間を」 

松田 良一 ( 都立大・ 理 ・生物 ) 

まるでⅦ dwest の大学キャンパスを 思わせる広大な 筑波大学で開かれた 第 19 回大会は，その 

設備の素晴しさとは 裏 腹 に ， 私にとっては 今一つ充実感に 欠けたまま過ぎてしまった。 それは会 

場から歩いた 研修 セ ソタ 一 ( 宿舎 ) までの遠さのためではない。 ましてやネオ ソ のついた食事 兼 

談 らん場所を見つげることの 難しさのためであ ったとは思われない。 

第 18 回大会 ( 名古屋 ) において一般発表を 全てボスタ一発表にした 反動であ ろうか，今回は 実 

に少数の人々しかポスタ 一発表を希望せず ，あ まりに口演発表が 多かった。 そのためか，ワーク 

シ， " プや シソポジウムの 余地もなく，口演会場は 全日程をほとんどフルにつまったプロバラム 

の 消化に懸命になることは 抄録を手に入れた 時から容易に 予想がっいた。 

そして当日，初日 10 時からの発表には 筑波や会場に 不慣れな人々を 少なからず慌てさせたし ， 

口演発表の内容が 高度になればなる 程 ，発表が早口や 原稿読み調になったり ，発表時間すれすれ 

まで口演が続くものが 増え，討論時間が ヵット される傾向が 目立った。 「時間ですので……」と 

言 う 座長の言葉に 質問の手を下ろしたことが 何回かあ ったことを記憶している 人は私の他にも 多 

いと 思、 う 。 

私が初めて発生生物学会の 大会に参加したのは 第 12 回大会 ( 札幌 ) であ った。 当時は会員数も 

少なく，演題数も 少なかったせいかシンポジウムを 含むかなり充実した 大会であ ったと記憶して 

いる ( しかも確か夜のセッシ。 ソ まであ った ) 。 その時の口演発表は 15 分 十 討論 5 分の計 20 分間 

で ， 今から ぽ、 5 と ，この 5 分間の差が発表する 側には内容の 充実を要求したし ，聞く 側 E は発表 

内容をよく理解し 討論に参加できる 余裕を与えていたようだ。 私なぞも自分の 発表のとき，その 

討論時間に ( 京都 弁で ) あ まりとも思えるような 鋭い質問を連続して 浴びせられ，そのおかげで 

以後の motive force になったことを ょぐ 覚えている。 今回も ， 初めて本学会大会で 口演した若 

手も多いことだろう。 しかし，その 機会を増やすために 削られた発表 十 討論時間は彼らに 何を残 

しただろうか。 私は発生生物学会の 大会が ( 京都 弁 でなくとも ) 「あ まりとも思えるような 鋭い 

質問」とそれに 対する 広 しゆうが会場を 飛び交う強烈な ，議論を尊重する 大会であ って欲しいと 

届 け。 その発表者と 聴衆との相互作用を 重視し，かつ 限られた日程の 中にシンポジウムや 特別 講 

演の時間まで 捻出させる一つの 名案 ( 名犬 案 ) が一般発表のポスター 化であ ったのだろう。 私は 

今年の大会におけるポスタ 一発表数の少なさは 単に人間の心理によくあ る反動だったと 理解した 
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い 。 もっと多くのポスタ 一発表が行なわれ ，至近距離での 相互作用の場を 保証し，かつ ，口演に 

おいては 20 分間の時間を 与え ， 他の学会大会では 見られなくなった 密度の高い討論の 場を確保す 

ることが，ますます 複雑怪奇になってきた ( 一方では意外と 一般化のきざしが 見られる ) 発生生 

初学を健全に 進めていく上で 大切になると 思 5 。 「発生生物学会はうるさい」というカラーを 定 

着させることは ，結果的には 無制限な発表数増加にも 最も有効な歯止めにもなるだろう。 

紙面がつぎたが ，今回の大会で 私にとっては 浅島誠 会員の発表が 全く意表をついていて 興味深 

かった。 フナの ウキブ クロ抽出液がイモリ 胚 予定外胚葉に 筋分化を誘導することを 明らかに示し。 

しかもその分画をかなりの 程度まで精製したというのであ る。 ゥキブ ク戸自身に何故 筋 分化が見 

られないのかも 不思議であ るが，生き物のわ け のわからなさと ，それをどんなきっかけか 明らか 

にさせた発生生物学者の ( 一見わけのわからない 種の ) 試行努力には 全く脱帽する 思いがした。 

相変らずクリスタリ ソ 軍団やカドヘリン 軍団の研究は 素晴しかったし ，他にももっと じ づくり 聞 

いて討論に参加したい 発表がいくつもあ った。   

彼 をもっと有効に 使い，それでも 足りなければ ， 4 日目に突入してもやむを 得ないだろう。 発 

生生物学会の「 ぅ るささ」をとり 戻すため仁も 第 20 回大会には，もっと 時間を。 

  通情報時代における 大会のあ り方について   

一一ささやかな 提言 : 第 19 回大会総会における 発言を補足して コ一 

基 生所・発生 鈴木 義昭 

発生生物学会は ，会員数からみても ，大会出題数の 点からみても ，比較的小規模であ り，家族 

的 雰囲気も色濃く 維持されており ，私の好きな 学会であ る。 「演題も出さないのに ，ど う 。 してこ 

んなところにウロウロしているの ? 」とか， 「この頃 は真面目にでてくるわね」とか 言われなが 

ら，ひたすら "love call" を送りつづげている。 ちなみに，私は 第 1 回大会 (1968 年 ) 以来の会 

員 であ り，今回の第 19 回大会まで，米国滞在中の 8, シーズンを除外すれば ，全ての大会に 皆勤し 

ている。 存在感が ぅ すいのは，私自身に 責任があ る。 一般演題を出したのはたぶん 3 題ほど，シ 

ンポジウムなどでの 出題が 3 回ほどあ るだけであ り，時として 意識的に discussion をひかえる 

ことさえあ るので，何と 言われても致し 方もない。 

ではどこへ演題を ?  1959 年から 1967 年までは。 発生学とはいまだ 縁がなく，薬学会，細菌学 

会，生化学会へそれぞれ ， 2 。 ・ 3 題。 1968 年に米国のカーネギ 一発生学研究所へ 発生学を学びに 

おもむいてから ， 1978 年までは，米国生化学会へ 1 題 だ け ，あ とは全て， Gordon  Research  Co- 

nference  or  Development  mology  又は An ㎞ al Cells  and  Ⅵ ruses  などでの infomal  talk 

や，他の Symposium  で話すことですませてきた。 これは何も，「日本人だからわざわざ 米国の 

学会へ一般演題をださなくても」と 言 う ような意識的なことではなく ，身の回りの 人々がそうだ 

ったので，自然 こ 5 い う 結果となった。 しかし，これは 参考とすべき 一つの面白い 結果ではない 

だろうか。 1978 年に墓 生 研へ 来 てからは，シソポジ ゥム などでのことは 別として，第 1 回分子生 

初学会大会以来今日まで ，分子生物学会大会に 集中的に一般演題を 出題してぎている。 
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こうしてふり 返ってみると ，出題は極度に 少ないが，最も 息長く精勤している 学会は，発生生 

物学会なのであ る。 演題は，出題に 最も向いていると 思っている場で 報告しようとしていること 

と，学会での 一般演題報告は 一つの研究成果について 一回を限るとの 原則を自らに 課しているこ 

とから， この 現 、 状となっている。 

シソポジ ゥム などのように。 企画者の意図によって 招かれた場合に ，話題が重複することはやむ 

を得ないにしても ，一般演題は ，論文発表には 遠く及ばないとしても ，その初出をもって 新しい 

事実を公表し ，そこに口頭に よ る軽い priority の成立が認知されるものであ ると思いこんできた。 

従って， 他 学会などでの 重複出題はさげるべき 筋合いのものと 思いこんでいた。 ところが，この 

ょう な私の思いこみの「刷りこみ」に 多少とも関わりのあ りそうな恩師，先輩，友人に 意見を聞 

いてみると，意外にも ，意見分布がバラバラであ る事がかった。 従って，この 点に関する木会会 

員の意見もたぶん 広いスペクトラムを 示すのではないかと 予測される。 

そこで，本稿では ， 2 つの質問を会員に 問いかけ，ついで ，私見を簡単に 述べてみたい。 第一 

の 質問は，私の 思いこみは，歴史的に 何か不文律なり ，常識的規準なりがあ って，それに 適合し 

ているのか，それとも 全く勝手な思いこみなのかについて。 新聞やテレビなどは ，多くの場合， 

論文発表までは 待たず，学会発表の 期をとらえ，場合によってはそれに 先行して ( あ るいは逆に， 

科学者がイニシアティブをとるケースも 多い ) 広報を行なっている。 先の分子生物学会大会の 

総会席上，私の 恩師の一人であ る富澤純一先生 ( 米国 NIH) が ， ①一般への情報伝達は 充分注 

意深く行なうべきこと ( その価値判断を 含めて ), ②学会発表以双にマスコ「への 公表はしない 

こと，③実験データを 知ることなしに 評価談を言わないこと ，を紳士淑女協定として 結ぶ ようゆ - 

び かげ，さらに④その 協定が破られた 場合には， 「破った」ことへの 精神的罰則を 学会員がは っ 

きり意識してのぞむべきこと ，などを述べられた。 もう一歩を進めて ，特定の学会には ，あ る事 

実 が当該学会で 初めて公表されたことの priority を専有することができるのか 否か。 学会発表も 

しくは学会発表 Abstracts は，一般論文への 文献引用を認めない Journals が多いが，その 価値 

はどの程度のものなのか ?  第二の間いかけは ，会員諸氏の 意見スペクトラムを 何らかの形で 知 

りたいこと 0 

さて，私の思いこみに 何がしかの伝統上のサポートを 得られるにせよ 得られぬにもせよ ，現代 

の学会活動のあ り方のためにはど う するのが良さそうであ るかについて 私見を述べたい。 

ただでさえ情報過多の 時代であ る。 お互いに申し 合せて，一つの 研究成果についての 一般演題 

0 発表は一回限りとし ， 他 学会への重複出題はしないこととしてはどうか。 学会員のコソ セノサ 

ス が得られれば ，大会の告示の 中にもりこめれば 更によい。 そして，それにならう 学会が複数に 

なってくれば ，思わぬ効果を 発揮するのではないか。 

本学会のような 小学会でほあ まり ぅ るさいこと言わないでも 良いのではないかとの 意見があ ろ 

う。 本学会もこの 18 年間に明らかに 大きくなってきており ，これからも 更に大きくなるであ ろう。 

誰しも所属学会が 大きくなり隆盛となるのを 見るのはうれしいことだ。 一般演題数も 着実に増加 

している。 しかし，それに つ れて，会場数は 複数化し，大会日数が 増し，発表時間も 短縮されて 
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行かざるを得ない 運命をたどるであ ろ ら 。 第 18 回名古屋大会での 全ポスター 制 ，第 19 回筑波大会 

での口演プラスポスター 制など意欲的試みが 行なわれつつあ ることは，成長への 対応策の一つで 

あ ると は け。 小学会だからまあ まあ あ まりきついことを 言わずにとか ，どういう経過をたどって 

でも 大 ぎくなることは 良いことだとか 言 う 考え方には賛成できない。 実は，小学会の 会員は多く 

の場合，同時に 中学会や大学会の 会員であ る。 私個人は，国内 7 学会，国覚 3 学会の会員であ る。 

小学会で発表されたことが ，中学会，大学会で 重複発表されれ ば ( その逆も同じこと ), 大きい 

学会ほど問題の 効果は大きくなってくる。 雨後の支流と 本流との関係を 考えていただけ ぱ 良い。 

中には， 地 学会に出席しないときげないような 内容のことが ，重複発表によって 居ながらにし 

てきかせていただけるのは 有がたいことだ ( 或は ， 逆の立場から ，親切に教えてやっているの 

だ ) との意見もあ ろう。 この点は，むしろシンポジウムのような 形で，計画的に 紬 まれることで 

充分効果を発揮するであ ろう。 所詮，大切なことは ，どんなルートをたどっても 伝わってくるは 

づ のものであ り，それが伝わってこなくなっているとしたら ，現代の情報過多によるノイズ 効果 

によるのであ る。 情報を交通整理することは ，過多になればなる 程 必要であ る。 国内，国外演者 

を問わず良い セ 「 ナ一は 目白押し， Journals には大切な論文があ ふれていて，むしろ 不感症に 

よってき りめ げて行っているよ う に感ぜられる。 また，国外の 研究者も，あ まりの㎞㎡ tation 

の多さにへきえきしている 程であ る。 懇親会のことを 思いうかべていただきたい。 出席者が多く 

なればなるほど ，話したい人との 出会いのチャンスは 減り，専有できる 時間もへる。 その上， 互 

いに大声をはりあ げ合って，益々聞きとりにくい 悪循環にほまっていくのであ る。 

そもそも，小学会設立の 意図の中には ，大学会の中で ぅ すめられていることへの 不甲斐なさを 

何とかしたいということも 含まれていたはずであ る。 この場合，小さくて ，密度が高く ，価値が 

高いものであ ることが重要なのであ る。 あ る小集団が，研究方法や 考え方の点で 脱皮して，新し 

い試みをすることは 常に必要で，例えば 私自身も 15 年程前に，発生学の 領域において ，遺伝子発 

現を直接的に 解析する Activity を導入することの 重要性を， 力 を入れて説いたことがあ る。 こ 

のようなことが 浸透するためにも ，多少の重複出題となってもその 種の報告が多い 方が ， 大いに 

活性化に役に 立つとの考え 方もあ ろう。 しかし，その 種の Activity は今や，分子生物学会にも 生化 

学会にも発生や 分化の sections としてあ ふれかえってきている。 日本全体を一つの society と 

して考える 時 ，何もそれらの ，ニコピーを 発生生物学会が 持っている必要はない。 発生生物学会 

には，偶有のこの 種の activity の発展があ って，分子生物学会や 生化学会にない 独自の，発生 

の molecular biology の話がきげればそれで よ いのだし，着実にそうなってきている。 

居ながらにして 教えてもら ぅ とあ りがたい類の 情報は，一般教養としてのものであ り，専門が 

はなれていて 受け身であ るだげに，情報の 質的評価も難かしい。 質疑応答をぎいているとあ る 程 

度 評価も分るとおっしゃるむ き もあ るかもしれない。 しかし，重複演題については ，専門家達は 

再び hotdiscussion をする気はすでになくなっている。 従 うて， 受け入れられたのか ，否定的 

に受げとられたのかの 判断さえむつかしい。 シソポジウムなどの 企画を通じた 場合には，そこに 

オーガナイザ 一の責任を通して 一定の評価プロセスが 組みこまれることになる。 しかも，専門家 
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同志でも，既に 知っている事柄であ ろうと，その 日の新たな視点から 激しく論議すべき 責任を負 

わされているはずであ る。 

科研費の制度とそれに 対処する科学者の 態度も原因の 一つ る 構成している。 科研費を複数とら 

なければ研究が 実行できず，したがって 多方面に対して ，報告と宣伝の 必要があ る。 科研費の報 

告の中には，学会報告を 含めることがよくあ る。 そうなると，数が 多いにこしたことはなさそう 

に思えてくるし ，一つ一つの 科研 費 をうげている 小 society について，それぞれ 学会報告があ っ 

た 方が良いような 気になってくる。 また，場合によっては ，学会発表数が ，若手研究者の 評価の 

一つの基準に 供されることもあ ると聞く。 それならばなおのこと ，お互いの間で 思いこみの統一 

をはかつておかなければ 不公平を生ずることになる。 通情報になれば ，その不公平を 見分けるこ 

とさえもできにくくなる。 

何かが一つ 変る 時には，その 効果は予測のつかないほど 多方面に及ぶ 可能性があ り，検討すべ 

き 項目は多々あ ろう。 会員諸氏からバラエティ 一に富んだ御意見を 9 かがうことができ ，この種 

の論議が，それぞれ 属しておられる 中学会，大学会へも 波及するようであ れば大変うれしい。 例 

えば，生化学会のあ る座談会でほすでにこれらのいくつかの 点について論議がかわされ ，その 記 

録 が生化学会誌にのっている㈲。 大いに論議していただぎたい。 

1). 生化学 58, 4 号， 257 づ 76 (1986)0 。   

  

国際発生生物学会会長としての 任期終了にあ たって 

6 月末をもちまして ， 1982 年 8 月以来 (President El ㏄ 屯 としては 1981 年 8 月 ) 長らく勤め 

させて頂きました ，国際発生生物学会 (ISDB) の任期を終了することとなりました。 ともかくも 無 

事 にして，このような 大役を，かくも 長 ぎにわたって 勤めさせて頂いたことは ，日本の皆様，と 

りわけて日本発生生物学会の 会員の方々からの 絶大な 御 支援と，はげましによることであ りまし 

て，任期を終了するに 当って心から 感謝致します。 正直のところ ，お引受けせざるを 得ないこと 

になった当初は ，非力の私が ，しかも日本とい 5, どう国際化時代といわれようとも ，あ らゆる 

面で欧米という 科学の二大 セ ソタ 一 とは遠隔の地にあ って，このような 役目を無事に 勤められる 

か， 誠に不安に感じました。 この不安は現在までもち 続けておりますが ，ともかく I SDB の歴 

史の一つの時期を ，代表者が日本から 出ていた，という 記録だけは残せたようであ ります。 

この機会に，ごく 手短かに日本の 発生生物学について 少々乱暴な希望を 添えておくことも 無意 

義 ではあ りますまい。 わが国のレベルが 世界的にみてどうであ るか，というような 通俗的な見地 

から，ことを 見るのは時代おくれです。 そういうごく 一般的な比較の 評価をする時代は 過ぎ去っ 

たと信じます。 しかし，足らざることはあ ります。 それは，力強さと 派手さ一両方ともよい 意味 

に 使っています 一だと思います。 ふり返るに，わが 国の発生生物学は「地味でこつこつ」という 

学流 で育ってきたと 考えます。 そのことは科学にとって ， 何よりも大切なことはいうまでもあ り 

ません。 しかし，生物の 発生の研究にも ，今や力強さと 派手さをもった 流れが登場してきてお 

り ，そのことがこの 発生生物学に 新しい 汐 流を作り，かつこ。 の学問の地位を 著しく向上させている 
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わざるを 得 ません。 いま一段の突出した 研究が，わが 国から生れることを 期待して止みません。 

I SDB の代表者は， 7 月からフランスの La-Donanin 女史に引継がれます。 この ょう な顕著 

な学問的業績のあ る方を会長に 選び得たことは ， この学会の健全社発展のために 誠に幸せなこと 

であ りました。 口木 の メンバ一の一層の 御支援を双任者として 心からお願いすると 共に ，よ り多 

くの ISDB の会員の ISDB に参加されることを 期待しております。 ・ ISDB へ 入会御希望の 

方は，いつでもお 気軽に小生へ 御連絡下さい。 

岡 田 節 人 

( 基礎生物学研究所 ) 

成漢海外出張旅費援助の 結果   

成 度科学器械研究所寄付金に よ る海外出張旅費援助 ( 第 4 回前期分 ) を下記の 1 名に与えるこ 

とが決定した。 尚 ，応募総数は 3 名でした。 

中村正久 帝京大学医学部講師 国際生殖学会 ( コーネル大学 ) 

上記の方には 20 万円が援助されます。 

成浅 海外出張旅費援助者の 募集 

第 4 回後期分として 1 名を募集します。 

援 助 金 額 20 万円   

応 募 締 切 昭和 61 年 11 月 29 日 

申請用紙送付 先 〒 1f60 新宿区西早稲田 1-6-1  早稲田大学教育学部生物学教室内 

日本発生生物学会事務局 

申請用紙は上記事務局に 御 請求下さい。 

山田科学振興財団援助について 

昭和 62 年度山田科学振興財団への 研究援助候補推薦について 

山田財団から 研究援助候補推薦要領が 届きました。 応募なさる方は 学会事務局へ 推薦 書 用紙を 

申し込んで下さい。 

1)  推薦 書 用紙送付 : 61 年 9 月 

2)  申 請 期 限 : 62 年 1 月末日 ( 発生生物学会事務局あ て郵送 ) 

3) 学会内審査 : 2 月 

4) 財団へ推薦 : 3 月上旬 

推薦要領は次の 通りです。 
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招和 62 年度 山田科学振興財団研究援助候補推薦要領 

援助 あ 趣旨 本 財団は ， ・自然科学の 基礎的分野における 重要かっ独創的な 研究社従事する 個人 

又はグループに 対し援助します。 

援助の件数及び 期間 決定します。 

4  件数 1 件 1 千万円以内の 援助を 10 件 選考結果の通知 

内外 昭和 62 年 7 月末造 に 推薦者及び代表研究 

口 期間 1 年を原則とします。 研究の継 諸等にあ て通告します。 

続を必要とする 場合は，毎年提出された 援助金の贈呈 

推薦 書 に基づき選考します。 選考結果の通知後 2 分割して支給します。 

推薦方法 推薦 書 送付先及び連絡先 

ィ 推薦者 本 財団が依頼した 学 ( 協 ) 会の 財団法人 山田科学振興財団 

代表者 (Yamada@ Science@Foundation) 

戸 推薦件数 1 推薦者ごとに 4 件以内 〒 544 大阪市生野区 巽西 1 丁目 8 番 1 号 

ハ 推薦手続 推薦者は，以下の 書類を整 電話 大阪 (06)  757 局 3311W 代表 ) 

え，ご 送付 願 います。 研究の成果又は 会計の報告 

1. 所定の推薦 書 用紙又はその 写しに 必 援助金の受領者に 対して，必要に 応じ ， 

要事項を記入したもの 5 部 研究経過，研究成果又は 会計について 報告 

2. 添付書類 ( ぺージ・研一 5  参照 ) 書の提出又は 発表を求めます。 

記載上の注意 付 

イ 黒ンク で明瞭に記入して 下さい。 ィ 援助金の使途を 変更する場合には ，予め 

口 紙面不足のときには ，同型同大の 別紙 本 財団の承諾を 得て下さい。 

で 追加して下さい。 戸 援助金から支出することのできない 経費 

ハ 推薦 書 第 1 頁欄外の脚注には 記入しな は ，文部省科学研究費の 場合に準じます。 

いで下さい。 ノ 、 研究成果を文書によって 発表される際に 

二 代表研究者は 所属する大学 ( 部等 ) . 研 は， 本 財団 ( 財団法人山田科学振興財団， 

究機関等の長から 本 援助の申込をするこ Yamada  Sclence  FoundatIon)  の援助に 

とについての 承諾を得て下さい。 よる旨を記載し ， 報 文の類いにあ ってはそ 

推薦締切期日 の 別刷 2 部，また著書の 類いにあ ってはそ 

本 財団へ推薦 書 が到着する締切期日は 昭 01 部をご寄贈 願 います。 

和 62 年 p-3 月 31 日 ( 火 ) です。 ヱ ご 提出いただきました 推薦書及び添付 書 

選考方法 類は ，お 返しいたしません。 

選考委員会において 選考の 5 え ，理事会が 

研究者各位へ 

推薦者の項に 対応する 学 ( 協 ) 会は次 記 のとおりです。 学 ( 協 ) 会により締切期日及び 募集方法等 

が 異なりますから ，代表研究者は 応募の際， 各学 ( 協 ) 会にお問い合せ 願います。 

日本天文学会 日本地球電気磁気学会 日本 薬 学 会 日本動物学会 

日本植物学会 日本物理学会 日 本化学 会 日本生化学会 
応用物理学会 日本細胞生物学会 日本免疫学会 高分子学 会 

日本生理学会 日本生物物理学会 電子通信学会 日本分析 イヒ 学会 

日本遺伝学会 日本発生生物学会 日本金属学会 日本農芸化学会 

日本分子生物学会 日本植物生理学会 
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山田科学振興財団派遣援助申込要領 
援 助 の 趣 旨 

本 財団は，自然科学の 基礎的分野における 重要かつ独創的な 研究に従事する 国内邦人の個人又 

はグループを 国外に派遣し ，学識を交換して ，学術の国際交流を 促し， 又 研究を共にして ，相互 

に 研究の学際的あ るいは国際的進展を 図る等のために ，次の イ ．及び p. の援助を行います。 

ィ ．高度の研究業績を 持っ研究者を ，指導， 読みかたをフリガナでお 示し下さい。 邦人 

講演，討論又は 視察等を主目的として ， 短 名 にはフリガナを 付けて下さい。 

期間 ( 通例 3 カ月間以内 ) 派遣するための ニ 申込書第 1 頁欄外の脚注に 記入しないで 

援助 下さい。 

", 高度の研究活動を 実施しっつあ る新進研 申込期限 

先考若干名 を ，協同研究への 直接参加を主 ィ ．短期間派遣 

目的として，長期間 ( 通例 1 ヵ年間 ) 派遣 出発予定 肩 より 4 カ月以前の月の 15 日 
するための援助 ( 例 : 10 月に出発予定のときは 6 月 15 日が 

援助金 締切り期日に 当 87 

イ ．本年度の総額 来日援助と併せて 5,000 p. 長期間派遣 

万円の予定 昭和 6W 年 11 月 30 日 ( 昭和 62 年サ児 1  日～ 昭 

p. 渡航費，滞在中の 国内旅費，滞在費等 前 63 年 3 月 31 日に出発予定の 方 ) 
申込手続 選考方法 

所定の用紙又はその 写しに必要事項を 記入 選考委員によって 選考の 5 え ．理事会が決 

し， 次の イ ． p. の各文書あ るいはそれらの 定 します 0 

写しを添え，おのおの 3 部ずっ ご 送付願い 選考結果の通知 

ます。 申込者にあ てて通知します。 

イ ・短期間派遣にあ っては， 1. 研究指導者 又 援助金の贈呈 

は 所属機関長の 推薦 書 2. 集会の内容を 紹 適時贈呈します。 

介する文書 3. 集会のサーキ ，ラ ー 及び プ 申込書送付先及び 連絡先 

ロ グラム 4, 派遣先と交わした 申込者又は 財団法人 山田科学振興財団 
これに 伐 る人からの往復書信等の 連絡書信 Yamada Science Foundation) 

5, 申込者の講演・ 発表等の要旨 6. 申込者 〒 544 大阪市生野区 巽西 1  目 8 番 1 号 
の 研究報告のリスト 電話大阪 C06)  757  3311  W 代表 ) 
". 長期間派遣にあ っては， 1. 申込者の直接 

指導者又は所属機関長による 木 申込及び 本 付 

研究に対する 評価又は推薦の 文書 2. 派遣 イ ．援助金の使途を 変更するときには ，予め 

中の具体的な 研究計画書及びそれを 本人が 本 財団の承諾を 得て下さい。 

英 ， 独 あ るいは仏訳したもの 3. 受け入れ ". 申込者には，援助に よ る成果について 報 

先の発行した 招へい状及び 愛人受諾を確証 告書の提出を 求めます。 

する約定書 4. 派遣先と交わした 申込者 又 ハ ．成果について 刊行する場合には ， 本 財団 

はこれに 伐 る人からの往復書信等の 連絡 書 の 援助による 旨 書き添え，その 別刷 2 部を 

信 5. 申込者の研究報告のリスト % 分け下さい。 

記載上の注意 ニ ． ご 提出いただきました 申込書は，返却 い 

イ 黒 イソ ク で明瞭に記入して 下さい。 たしません。 

戸 紙面不足のときには ，同型同大の 別紙で 

追加して下さい。 

ハ 外国人名は，フルネームを 媛 字体で書き ， 
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本 財団は，自然科学の 基礎的分野における 重要かつ独創的な 研究に従事する 在外の個人又はバ 

ループが来日，学識を 交換して，学術の 国際交流を促し ， 又 研究を共にして ，相互に研究の 学際 

的あ るいは国際的進展を 図る等のために ，次の援助を 行います。 

高度の研究業績を 持つ研究者が ，指導，講演，討論又は 視察等を主目的として ，短期間 ( 通例 

3 カ月以内 ) 来日するための 援助。 

援助金 昭和 f6.@ @-3 ヰ 月 31 日に来日予定の 方 ) 

イ ．本年度の総額派遣援助と 併せて 5,000 選考方法 

万円の予定 選考委員によって 選考のうえ，理事会が 

" ‥渡航費，滞在中の 国内旅費，滞在費等 決定します。 

申込手続 選考結果の通知 

ィ ．所定の用紙又はその 写しに必要事項を 申込者 に あ てて 通 矢口します。 

記入する。 援助金の贈呈 

". 招 へい 状 ，推せん 書 ，連絡の往復書信， 適時贈呈します。 

来日者業績一覧表，その 他申込者におい 申込書送付先及び 連絡先 

て 補足説明を要すると 判断される場合は ， 財団法人 山田科学振興財団   

その説明書を 添付する。 (Yamada Science FOundation) 

ハ ． イ ． ". 共 おのおの 3 部ずつ ご 送付願い 〒 544 大阪市生野区 巽西 1 丁目 8 番 1 号 

ます。 電話大阪 (06) 757 局 3311 ( 代表 ) 

記載上の注意 

イ ． 黒 イソ ク で明瞭に記入して 下さい。 付 

ロ ．紙面不足のときには ，同型同大の 別紙 ィ ・援助金の使途を 変更するときには ，予め 

で 迫加して下さい。 本 財団の承諾を 得て下さい。 

ハ ．外国人名は ，フルネームを 浩生体で書 p, 申込者及び来日者には ，援助に よ る成果 

き 0 読みかたをフリガナで 示して下さい。 について報告書の 提出を求めます。 

邦人名にはフリガナを 付けて下さい。 ハ ．成果について 刊行する場合には ， 本 財団 

ニ ．申込書第 1 頁欄外の脚注に 記入しない の 援助に よ る言書き添え ，その別刷 2 部を 

で 下さい。 % 分 け 下さい。 

申込期限 ニ ． ご 提出いただきました 申込書は，返却 い 

昭和 61 午 11 月 30 日 ( 昭和 62 年 4 月 1  日 - たしません。 

申込要領等 改託 のお知らせ 

援 助 名 募 集 開 始 切 日 

来 (62 年 4 月～ 63 年 3 月分 )     61  年 4  月 1  日   61 年 11 月 30 日 
長 間 期 派 遣 
C62 年 4 月～ 63 年 5 何分 )   61. 年 4 月 1 日   61 年 11 月 30 日 

短 期 間 派 遣   出発 ( 例 月 :61 04 年 ヵ月前の 10 月出発の場合 15 日が締切目 61 年 6 月 15 日が締切目   
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昭 和 62 年 度 

ナポリ臨海実験所派遣研究者募集要項 

1.  趣 旨 

日本学術振興会は ，国際学術交流事業の 一環として，昭和 40 年度以来イタリアのナポリ 臨海 実 

険所 (StazioneZoologicadiNapoI 卜 1874 年に設立された 国際的な海洋生物学の 研究機関 ) に， 

研究者を派遣している。 なお， この事業は昭和 59 年度から，制度的に 木会とイタリア 学術研究 

会議 (NationalResearchCouncilof Italy-CNR) との間で実施している 研究者交流事業の 下に 

組込んで実施している。 

2. 応募資格 

派遣の対象となる 者は ， 我が国の大学等学術研究機関において 常勤の研究の 職に就いている 研 

死者であ ること。 

3. 対象分野 

海洋生物学の 分野 

4. 募集人員・派遣期間 

全教授・助教授 級 1 人 2 週間～Ⅰ か月 

金 助手紋 1 人 4- 6 か月 

5. 経費負担区分 

金木食負担 : 往復渡航費 

金 CNR 負担 : 滞在費一短期 100,000  リラノ 日 

長期 1,200,000  リラノ 月 

国内旅費一実費支給 

6.  申請手続 

希望者は，その 所属する大学等学術研究機関の 長の承諾を得て ， 次の書類を提出すること。 

1)  ナポリ臨海実験所派遣研究者申請書 ( 様式 1) 

正本 1 部 写し 4 部 ( 使用用紙 A4 に限る ) 

2) 派遣研究者申請者調書 ( 様式 2) 

正本 1 部 写し 4 部 ( 使用用紙 A4 に限る ) 

7.  申請受付期間 

昭和 61 年 10 月 1 日 ( 水 ) ～昭和 61 年 10 月 31 日 ( 金 ) 必着 

8. 選考ならびに 結果の通知 

昭和 (6W 年 l1 月中旬にナポリ 臨海実験所派遣研究者選考会を 開催し，派遣研究者の 選考を行う。 

選考の結果については ， 12 月上旬ごろに 通知する。 

なお，派遣に 際しては，事前にイタリア 学術研究会議の 承諾が得られることが 必要であ るので， 

正式の採用通知はその 結果を待って 行 う 。 

9. その他 
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募集に関する 問合せまたは 申請書式の入手を 希望する場合は 下記に連絡すること。 

102 東京都千代田区麹町 5-3-1 C ヤマトビル ) 

日本学術振興会研究協力課 

ナポリ臨海実験所派遣研究者 係 

電話 (03) 263-1721 W 代表 ) 

「両生・爬虫類内分泌研究会」発足のおしらせ 

1977 年ょ り 「両生類内分泌研究会」が 存在しましたが ，このたびそれを 発展解消，「両生・ 爬虫 

類内分泌研究会」を 発足させることになりました。 

両生・爬虫類の 内分泌学，およびそれに 近接・関連する 分野において 研究にたずさわる 人々 

が ，それぞれの 立場から研究の 成果をしめし ，情報の交換を 行い，かつ親睦を 深めるための 会を 

随時持ちたいと 考えております。 

現在会員名薄の 作製にとりかかつておりますので ，入会御希望の 方は氏名・所属・ 住所・主な 

研究分野を記入し 事務局に御連絡下さい。 

( 事務局 コ 160 東京都新宿区西稲田 1  早稲田大学教育学部生物学教室内 両生・爬虫類内分 

泌 研究会 

蔚山 柴 ( 責任者 )  T  E  L  03-203-4141  内線 3909  ( 蔚山・ 石 )  3867  ( 石 ・ 窪川 ) 

二発生生物学に 関する国際シンポジウム 開催のお知らせ ニ 

京都バイオ サ イェンス・シソポジ ァ は，京都大学の 関係者によって 企画，開催されている 国際 

シソポジ ゥ んです。 今回は第三回目で ，岡田節人基礎生物学研究所所長 ( 京都大学名誉教授 ) を 

組織委員長として 以下のような 内容のシソポジウムの 開催が予定されています。 

Kyoto Bioscience Symposia, I11, 

"Molecular。ackground of Cell Interaction Systems in Development" 

March@ 27-29 ， 1987 ， Kyoto@ International@Conference@ Hall 

一 -Tentatlve  Program  一 

I@ ， Cell@ Interactions@ in@ Early@ Embryonic@ Events: 

J.B. Gurdon  ((CambHdge, U. K.), N. Satoh  (Kyoto, Japan)   

II ・． Cell@ Interactions@ in@ Some@ Morphogenetic@ Systems: 

L ， Saxen@ (Helsinki ， Finland) ， T ・ Mizuno@ (Tokyo ， Japan) ， 

T ． Sugiyama@ (Mishima ， Japan)   

HI ． Cell@ Contact@ in@ Developi   g@ Systems     

G.M.Edelman  (New  York,USA), M. Takeichi  ((Kyoto,  Japan), 

N.B. Gilula  (La  Jolla, USA) 
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]V ． Cell@ Interactions@ in@ Neurogenesis: 

N ， LeDourin@ (Nogen-sur-Marne),@ K ． Mikoshiba@ (Osaka ， Japan)   

H ・ Fuisawa (Kyoto ， Japan) ， S ， Ide (Morioka ， Japan) ， 

V ， Instability@ in@ Differentiation@ and@ Disruption@ of@ Interactions:     

A ， A ・ Moscona ((Chicago ， USA) ， G ， Eguchi (Okazaki ， Japan) ， 

K ， Okamoto@ ((Kyoto;@ Japan) ， K ． Watanabe@ (OkazaR     ， Japan)   

このシンポジウムは ，極めて著名社学者が 一同に会する 絶好の機会ですから ，特に若い方々の 

参加を期待します。 参加の希望があ れば下記， 竹市 まで郵便にて 申し込んで下さい ( 申し込み締 

切 9 月 30 日 ) 。 参加費は 1 万 5 千円です。 ただし会場の 都合があ りますので，申し 込み多数の場 

合はおことわりすることがあ るかもしれません。 あ らかじめ御了承下さい。 

第三回京都バイオ サイェソス ・シソポジア 

開催責任者 竹市 雅俊 

連絡先 : f6nf 京都市左京区北白川追分町 

京都大学理学部生物物理学教室 

(TEL 075-751-2111 。 内線 4196) 

  

  

株式会社バイオ 科学研究所が 研究部門を独立させて ，世界的な研究センター 

を目指した ( 財 ) 発生・生殖生物学研究所を 山形市に設立 ソ 

昨年 7 月に山形の次世代を 担 う 研究開発指向の 積極型企業として㈱バイオ 科学研究所 ( 今野蚕 

老 社長，資本金 200 ， 000 千円，山形市城西町 ) が設立されましたが ， このたび㈱バイオ 科学研究 

所の研究部門を 独立させた㈲ 発生・生殖生物学研究所が 1 月 24 日，山形県の 設立認可を得て 正式 

に 発足する運びになりました。 

発生生物学や 生殖生物学そして 分子生物学などの 広い学問分野のクロスオーバー 的な協力の下 

に，知識と研究者の 交流と情報センターとしての 空間的・経済的な 基盤となって ，産・学・官の 

共同歩調を積極的に 推し進めながら 第三世代に移行しつつあ る生物学をリードしていくことが ， 

当 財団がうたっている 設立趣意です。 

役員としては ，服部敬雄 山形新聞社社長が 会長に，発生学の 世界的権 威として知られる 団勝 

磨 東京都立大学名誉教授が 理事長に，今野蚕 孝 バイオ科学研究所社長が 専務理事に，三菱化成 

生命科学研究所副所長・ 加藤淑 裕 博士が名誉所長に ，そして，昨年 10 月に山形大学を 退官してバ 

イオ科学研究所所長に 就いた及川 胤昭 博士が所長に 就任するすることが ( 資料 1 参照 ), 1 月 27 日 

の 設立において 決ります。 

この他の理事には ，西川義正京都大学名誉教授をはじめ ，塚田裕二慶応大学教授，小林英司東 

京大学名誉教授，山田正篤東京大学教授， 礒島 晋三兵庫医科大学教授ら ，発生生物学や 生殖生物 
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学界の権 威が名を連ねています。 これらの諸先生方には 当 財団の研究顧問として ，研究活動の 指 

導的役割を担っていただくことになっています。 

また者財団では 特別助成金制度を 導入し，この 学問分野で活躍する 研究者に一定の 助成金を補 

助 して，学問の 発展に寄与することも 目標忙しております。 

昭和 61 年度の特別助成金研究者には ，精子の研究で 知られる毛利秀雄東京大学教授，家畜の 受 

精卵操作で数々の 業績があ る入谷 明 京都大学教授，発生学の 分野で活躍する 若手研究者であ る 星 

元紀東京工業大学教授の 3 名が選らばれました。 

当 財団の研究体制は 8 つの研究部門からなっています ( 資料 2 参照 ) 。 動物と植物の 発生学や生 

殖免疫学，遺伝学，生化学など 総合的かつ機能的に 研究が行えるように 体制をつくっています。 

各研究部門は 主任研究員と 数名の研究員そして 研究助手からなっています。 研究に従事する 人員 

は当初小数精鋭でスタートしますが ，今後実績を 積むとともに 外部研究機関からの 研究者の受け 

入れや客員研究員の 招 へい等を通じて 研究体制を充実していきます。 

当 財団は，山形市街の 西部に位置している㈱バイオ 科学研究所 ( 敷地面積 1,200 坪 (3960 ㎡ ) 

に，総工費 4 億 5,000 万円を投じた 約 230 坪 C757 ㎡ ) の 鉄筋コンクリート 平屋建ての研究実験棟 

と約 9R 坪 (314 ㎡ ) の実験動物飼育棟を 現在建築中でこの 1 月末には工事が 完了して研究機器機 

材の搬入を行います ) の中に事務局を 置きます。 

研究所には，放射性同位元素実験室や P2 クラスの微生物実験室，そして 無菌。 無塵 実験室な 

どが備えられています。 また主な研究機器としては ，透過型・走査型の 高分解能電子顕微鏡や 12 

台の各種光学顕微鏡，高速液体クロマトバラフィコペプ チ ド合成 器 をはじめ，極微の DNA や 

酵素 タソパク ，そして生理活性物質の 各種実験が行える 設備を備えています。 

生命科学の分野のみならず ，基礎研究に 対する投資が 目にみえて増加してきた 昨今，特に生命 

科学の分野では ，政府各省庁そして 地方自治体，そして 民間企業において 各種のプロジ ， クト が 

展開されつつあ ります。 しかし， 一 民間企業が， 当 財団が趣旨としているような 基礎研究所を 維 

持していくことはなかなか 難しい状況にあ りました。 その意味で当財団の 設立は，この 学問分野 

における発展の 上で，産業界や 学会そして行政機関を 結ぶ掛橋として 大きな意味を 持つものと考 

えています。 この学問分野では 指導的立場にあ る岡田節人基礎生物学研究所所長から 頂いた推薦 

丈 にもあ るように，研究者にとっては 当 財団の設立は 今後の研究活動にとって 大きなはずみとな 

るものと信じます。 当 財団の設立とその 設立趣旨を広く 知っていただくために ， 当 財団の資料を 

お付けしてお 届 げいたします。 今後のご指導とお 引立てをよろしくお 願いいたします。 

[ お問いあ わせ 先 ] ㈲発生・生殖生物学研究所 

事務局長 鈴木秀明 0236 (44) 5030 C 代表 ) 

開発企画部 辻 徹 同 上 
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研究部門の組織と 構成 

財団法人発生生殖生物研究所の 研究体制 は 以下の通りです。 八つの研究部門からなり ， それぞ 

れの研究部門は ，主任研究員一名と 数人の研究員からなっています。 

  
総務部門 発生生物学研究部門 

会 長 名誉所長 事務局 
開発企画 生殖生物学研究部門 
i 卜 『 ョ 

理事会 専務理事 所 長 細胞生化学研究部門 

微生物遺伝学研究部門 
研究顧問 

研究開発委員会 応用免疫学研究部門 

特別助成金研究者 
複合糖質研究部門 

薬理研究部 門 

実験動物飼育部門 
[ 研究体制 ] 

研究部門 研究の目的 主任研究員 研 究 テ 一 マ 

受精卵から初期 歴 に至る 哺 ・哺乳類 卯 ならひに胚の 実験発生学的 

操サ乍 

。 #r,l 肥培養系を用いての 細胞増殖・ 分   ィヒ の解析 
学的・発生学的に 解明する。 
哺乳類の受精時の 卵と精子 。 哺乳動物の受精現象にともなう 卵透 

明 帯の変化   ( 圭王は Ⅰ 専 ・ @  。 哺乳動物の輸卵管に 合物質の分離精製 由来する精子結 

・哺乳動物の 受精の制御機構の 解明 

動物のり目を 含むさまさまな 。 Exocytosis における Ca  制御因子の 

細胞の分泌現象の 制御機構 解析 
細胞生化学 を生化学的に 解明する。 佐々木 一 ・ 血 しょう 板 放出反応の制御機構の 解 

研究部門 ( 理博 ) 明 

。 肥 @ 細胞からのヒスタミン 分 ・ 泌 機構 
の 解明 

・酵母の細胞周期停止機構の 遺伝学的   ( 理博 @    ソウ類における の解明 遺伝子発現調節機構 

免疫学的手段を 用いて 卯や ・細胞表面抗原に 対するモノクローナ 

応用免疫学 
研究部門 精子などの細胞表面の 構築物の構造と 役割を解析大津 各種 

( 理博 ) 
芳 。 ル 細胞表面抗原の 抗体の作製 構造解析 

する。 

。 新しい複合糖質の 発見と記載分類   
の 解明 

薬 
，薬理，善作用を 持つ物質の検索， 定 

研究部門 理作用発現機構を 薬理，善作用を 持つ物質の 解明する。 鈴木崇 度 量システムの 開発 
。 生体の発熱機構の 解明 

・純系ハムスタ 一の開発 

・純系中型動物の 開発   
 
 

2
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く 本の紹介 茅 

辛党 朋司 ( 埼玉医大・解剖 ) 

SCANNING@ELECTRON@MICROSCOPY@OF@ENBRYOGENESIS ， Edited@by@G ・ C ・ Schoen- 

wolf:@Published@by@SEM ， Inc ，， AMF@O ， Hare ， IL@U ・ S ， A ， 1986 ， A@4 ， xiii ， 354pp   

定価⑬ 36( 米国内 ), ⑪ 40 ( 米国以外 ) 。 ただし， 10 部以上直接注文すると 50% 引 。 

本学会の会員のなかで 形態に関心をもっておられる 方々ならば，走査 電 顕の専門誌であ る 

Scanning  Electron  Microscopy  という定期刊行物 ( ハードカバ一で ， 一見単行木のようにみえ 

る ) が，年 4 回シカゴの ScanningElectron Microscopy (SEM), Inc. から出版されているこ 

とは御存知のことと 思います。 これの編集責任者は ， Dr.om Johani という大変熱心な 方です。 

わが国では牧田登之教授 ( 山口大， 農 ，家畜解剖 ) がアドバイザ 一になっておられます。 この本 

に掲載された 論文は，最後にレビューアーと 著者との討論が 付け加えられているのがユニークで 

す 。 

この度，このなか へ 1978 午から 1985 年までに発表された 発生現象に関する 論文が 1 冊に集めら 

れてソフトカバ 一の手頃 な 本 ( 本文 354 ぺージ ) となりました。 これまで，バラバラでしか 見ら 

れなかった論文が 1 冊にまとめられてみますとなかなか 見ごたえがあ ります。 自分の専門領域は 

もちろん，周辺領域のことを 知るのにも最適の 参考書であ ると思います。 また大学院学生などの 

テキストとしても 活用できるのではないでしょうか。 

対象はウニ， ヒド ロゾア から魚類，両生類，鳥類，哺乳類にわたり ，現象としては ，受精から 

卵割，原腸胚形成，間葉，体節，器官 ( 中枢神経， 眼 ， 心 ， 腎 ，咽頭内分泌腺， 肺 ， 肝 ・消化管 ) 

顔面， 体 肢の発生にいたるまで ， まことに多彩です。 もちろん，ひとっひとつの 論文はそれぞれ 

0 目的をもって 完結していますから ，全体としては 必ずしも教科書的な 意味で統一されている 

わけではあ りませんが，発生の 形態面性関心をもたれている 人々には各論文とも 大いに参考に 

なるものと信じます。 定価は，はじめにあ げておいたとうりですが ， 10 部 以上まとまると 半額に 

なるそうです。 直接注文は， Dr.om  Johari,SEM, Inc. AMF  O,Hare(Chicago),1L  60666 り 507 

U. S. A.  まで。 

SCANNING@ELECTRON@ MICROSCOPY@ STUDIES@ OF@EMBRYOGENESIS@Edited@ by 

Gary@C ・ Schoenwolf,@ Published@ by@ Scanning@Elecron@ Microscopy@ Inc ・ ， AMF@O ， Hare ， IL   

U ， S ， A ・ 1986 ， A3 ， xiii ， 354@ pp ・， Price@ $36.00@ (U ・ S ， delivery) ， $40@ (elsewhere)   

Contents:@FERTILIZATIoN@AND@EARLY@DEVELoPMENT@oF@SEA@URCHINS@ (A ． 

E ・ Schatten:@ H ・ Schatten) ， 、 ， A@ SCANNING@ ELECTRON@ MICROSCOPIC@ SURFACE@ AND 

CRYOFRACTURE@ STUDY@ OF@ DEVELOPMENT@ IN@ THE@ PLANULAE@OF@ THE@ HYDR ・ 
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OZOAN ， PENNARIA@TIARELIA@ (A ． E ， Hotchkiss@ et@al ． )@...DEVELOPMENT@ OF@ SURF ， 

ACE@ POLARITY@ IN@ MOUSE@EGGS@ (F ， J ， Longo ， D ． Y ． Chen) ・ 、 ・ EMBRYOLOGY@ OF 

THE@ MOUSE@ FROM@ OVULATION@ THROUGH@ PERI ・ IMPLANTATION@ STAGE@ IN   
VITRO@ (D ・ J ・ Chavez) ・ ， ， GASTRULATION@IN@THE@TELEOST,@BRACHYDANYO@PERIO 

(R ， G ， Thomas:@ R ． E ． Waterman) ， ， ・ AMPHIBIAN@ GASTRULATION@ AS@ SEEN@ BY@ SC ・ 

ANNING@ ELECTRON@ MICROSCOPY@ (C ， Lundmark@ et@ al ． )-GASTRULATION@ IN@AVI ， 

  

  

AN EMBRYOS (M ． A ， England) ・，， ULTRASTUCTURE OF PRIMARY MESENCHYME 
IN@ CHICK@AND@ RAT@EMBRYOS@ (J ， P ， Revel ， M ． Solursh) ，，， THE@ CHICK@EPIBLAST     

A@ MODEL@ FOR@EXMINING@ EPITHELIAL@ MORPHOGENESIS@ (G ， C ， Schoenwolf)       

ON THE MORPHOGENESIS OF THE EARLY RUDIMENTS OF THE DEVELOPING 

CENTRAL@NERVOUS@ SYSTEM@ (G ， C ． Schoenwolf) ・ ，， STRUCTURAL@ANALYSIS@ OF 

EXTRACELLULAR@ MATRIX@ PRIOR@ TO@ THE@ MIGRATION@ OF@ CEPHALIC@ NEURAL 

CREST CELLS (D ， L ． Bolender et‖l ． )- ・ DEVELOPMENT OFゝHE EYE＾FゝHE，HI ， 
CK@EMBRYO@ (S ・ R ． Hilfer)- ・ STEREO@ SCANNING@ELECTRON@MICROSCOPY@OF 

THE@CRYSTALLINE@ LENS@ (J ． R ． Kuzak@et@al ． ) ， ， ・ TISSUE@ INTERACTIONS@DURING 

AXIAL STRUCTURE‾ATTERN：ORMATION！N、MPHIBIA (G ， M ， Malacinski‘t‖l ， ) 

CELL@ MOVEMENT@ AND@ CONTRACTION@ IN@ SOMITE@ DEVELOPMENT@ (E ， A ． G   

Chernoff) ， ，， SELECTED@ VIEW@ OF@ EARLY@ HEART@ DEVELOPMENT@ BY@ SANNING 

ELECTRON MICROSCOPY (D ， A ， Hayet‖l ． ) ・・・ PRENATAL DEVELOPMENT＾FゝHE 
ENDOCARDIUM@:@ A@REVIEW@ (T ． Pexieder) ， ，， DIFFERENT@MODES@ OF@PRONEPHRIC 

DUCT@ORIGIN@AMONG@VERTEBRATES@ (T ． J ． Poole;@ M 、 S 、 Steinberg)@. ・ @@APPLICATION 

OF SCANNING ELECTRON MICROSCOPY TO KIDNEY DEVLOPMENT AND NEPH ， 

RON@MATURATION@ (A ， P ． Evan@et@al ． ) ・ ， ， THE@DEVELOPMENT@OF@PHARYNGEAL 

ENDOCRINE@ORGANS@ IN@MOUSE@AND@ CHICK@EMBRYOS@ (S ． R ． Hilfer ， J ， M ， Brown) 

...TRACHEAL MORPHOGENESIS AND FETAL DEVELOPEMENT OF THE MUCOCI ， 

LIARY@EPITHELIUM@OF@THE@RAT@(J ． A ． Mcateer) ・・ ， DEVELOPMENT@OF@TERMINAL 

BUDS IN THE FETAL MOUSE LUNG (S ， R ， Ⅱ     lfer) ASPECTS OF´IVER、ND GUT 

DEVELOPMENT@ IN@ THE@ CHICK@ (J ， Overtoil ， R ． MeYer) ， ， ・ HIGHLIGHTS@ OF@ CRANI ， 

OFACIAL@ MORPHOGENESIS@ IN@ MAMMALIAN@ EMBRYOS ， AS@ REVEALED@ BY@ SCA ・ 

NNING ELECTRON MICROSCOPY (K ， K ， Sulik ， G ， C ， Schoenwolf) ，・， EARLY DEVE ， 

LOPMENT@ OF@ THE@ VERTEBRATE@ LIMB:@ AN@ INTRODUCTION@ TO@ MORPHOGENE 

TIC@ TISSUE@ INTERACTIONS@ USING@ SCANNING@ ELECTRON@ MICROSCOPY@ (R ． 0   

KELLY) ， ，， PREPARATION OF EMBRYONIC TISSUES FOR SEM (R ， E ， Waterman) 

一 23  一 



100 回を迎えた日本学術会議総会 

一一総会報告一一 

日本学術会議広報委員会 

日本学術会議第 100 回総会は 4 月 23, 24 日の両日に開かれ「日本学術会議傍聴規則」及び「日 

本学術会議の 運営の細則に 関する内規」を 決定し，また ， 「脳死をめぐる 諸問題について」意見 

交換を行った。 

第 1 日，午前。 会長より第 4 部会員田中春夫氏が 逝去され，新たに 早川幸男氏 ( 名古屋大学 ) 

が会員として 発令されたとの 報告があ り，田丸第 4 部長が故田中会員への 追悼の言葉を 述べ ，全 

員 起立して黙祷をささげた。 

会長ょ り 前回総会以後の 経過報告を受けた 後，諸委員会， 部 ，研究連絡委員会の 報告があ っ 

た。 広報委員会中川委員長まり ， 「日本学術会議だょり」を 多数の学。 協会 (387 団体，約 90 万 

部 ) 0 機関紙などに 掲載される運びになったことに 対して感謝の 意が述べられた。 高齢 ィヒ 社会特 

別委員会青井委員長ょ り 「高齢社会総合研究 セノ ター」 ( 仮称 ) の設立についての 中間報告があ 

った 。 平和問題研 連 川田委員長より ， SDI 研究への参加をめぐる 最近の動きに 対して憂慮の 念 

が 述べられた。 

諸報告の後，会長ょ り 「日本学術会議傍聴規則 案 」が提案され ，従来の傍聴についての 内規を 

規則にして公にすることが 適切であ ると説明された。 次いで「日本学術会議の 運営の細則に 関す 

る内規 案 」が提案された。 この大部分は ，いままでの 諸内規，慣行を 整理したものであ るが，い 

くつかの点で 新しいものを 含んでいる。 主な点は①学術会議が 勧告などを行 う 際の取り扱い 及び 

講演会，シソポジ ゥム などを開催する 手続を明確化したこと ，② 研連 委員の在任期間を 原則とし 

て通算 3 任期 (U 任期は 3 年 ) までとしたこと ，などであ る。 

第 1 日，午後。 各部の部会が 開かれ，午前中に 提案された事項について 審議された。 これらの 

提案は第 1 常置委員会が 努力を重ねて 作成したものであ り，また連合部会及び 部会において ，各 

会員の意見を 聴き調整したものであ るが，この日の 部会でさらに 慎重な審議が 行われた。 

第 2 日，午前。 前日提案された 案件の審議， 決定が行われた。 傍聴規則は異議なく 決定され 

た。 運営の細則に 関する内規も ，また無修正で 決定された。 新しい内規に よ れ ば ，日本学術会議 

の名において 行われる公開講演会は ，運営審議会において 決定し，広報委員会が 実施する。 この 

点 に関して，その 審議中，従来長年にわたって 行われてきた 学問・思想の 自由に関する 公開講演 

会は今後も尊重されるべきであ るとの発言があ り，その趣旨が 了承された。 

第 2 日，午後。 近藤会長司会の 下に「脳死をめぐる 諸問題」に関する 会員間の意見交換が 行わ 

れた。 これは会員のための 一種の勉強会で ， 第 13 期から始められた 新しいスタイルの 総会の持ち 

方の 2 回目に当たる。 問題の一般的関心の 深さを反映して 傍聴席は満席となった。 勉強会 は 4 会 

員による講演と ，各講演に関連した 4 名の指定発言者による コメソト よりなり，予定より 約 30 分 

超過し， 3 時間半にわたって ， 異なった分野からの 意見開陳が行われ ，人文・自然同系よりなる 

学術会議にふさわしい 内容であ った。 
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講演は基調報告として 本間三郎会員 ( 第 7 部 ) に よ る医学的見地からみた 死の概念，水越 冶 会 

員 ( 第 7 部 ) に よ る医療面からみた 問題の整理，十義勝会員 ( 第 2 部 ) に よ る法律上の視点から 

みた問題の整理，平川 彰 会員 ( 第 1 部 ) に よ る倫理，宗教，哲学等からみた 問題の整理の 4 件で 

それぞれ約 30 分ずつ行われた。 各講演古関連したコメントが 寺山 宏 会員 ( 第 4 部 ), 曲直部寿夫 

会員 ( 第 7 部 ), 沢登俊雄会員 ( 第 2 部 ), 中川秀 恭 会員 ( 第 1 部 ) ょり行われ，脳死及びこれに 

まつわる諸問題について ，医学，医療，生物学，法律，宗教，倫理面からの 見解が開陳されたの 

  

  

  

であ る。 

瞳孔， 肺 ，心臓の機能停止という 三大徴候によって 個体死を判定する 従来の方法に 対して，㎜ 

数年前から脳死を 個体 死 と判定する考え 方が出されて ，欧米ではこの 考えがほ ぼ 定着してきた 

( 木間，寺山 ) 。 これに対して ， 日本で比較的消極的な 立場がとられてきた 背景には， 日本人の 

死及び遺体に 対する考え方の 特殊性があ り，これは宗教の 問題ともかかわっているらしい ( 平 

川，中川 ) 。 脳死を個体 死 と判定するための 基準に対する 疑問 ( 中 ，沢登 ), 脳死と臓器移植の 関 

係 ，法律上での 死の問題 ( 中 ), 医療現場で医師， 患者， 家族間に生じる 諸問題に関する 生々し 

い悩み ( 水越，曲直部 ), 等々さまざまな 問題が脳死とからまって 存在する。 医療技術の急速な 

進歩によって 生まれた脳死別個体 死 とい 5 考え方と，死に 対する宗教・ 倫理・哲学観，あ るいは 

法律的取り扱いとの 間には，日本では ギ v " プが 存在するようで ，冷静な意見の 交換が必要であ 

ろ う 。 

第 100 回総会は「脳死」に 関する様々な 印象を会員に 残しつっ， 4 時半無事終了した。 

なお， 6 時から，第 100 回総会を記念した 会員懇親会が ， p ビ 一でかごやかに 開催された。 

日本学術会議報告 

第 13 期日本学術会議会員 平 本 幸 男 

日本学術会議第 100 回総会が去る 4 月 日に開かれました。 このことについては 広報委員 

会からの記事 ( 本号参照 ) をごらん下さい。 

この総会でぎまったことの 中で日本発生生物学会に 直接関係の深い 問題として，研究連絡委員 

会 ( 研連 ) の中に専門委員会や 小委員会を作ることが 出来るようになったことがあ げられます。 

専門委員会は 研 連 のもとにあ って特定の学問分野についての 研究上の連絡，討議を 行うもので， 

第 12 期からの懸案として 発生生物学および 光生物学を専門委員会とすることがいわれていました。 

5 月 14 日に開かれた 日本発生生物学会運営委員会でこの 問題が討議され ，発生生物学の 専門委員 

会を作る方向で 努力してもらいたいとの 要望をいただきました。 専門委員会は 特定の研連の 下に 

っき，また委員の 旅費は研 連 委員の旅費のわくから 分けてもら ぅ 必要があ ります。 従来からのい 

ぎさっ もあ り，発生生物学に 分野が最も近いと 考えられる動物科学研 連 ( 勘所 連 ) でこの問題を 

討議してもらい ，また生物科学専門委員会でも 検討いたしました。 発生生物学は 動物科学以覚の 

分野にも関係があ り，光生物学にも 同様な問題があ るため，どの 研連 に所属されるべ きか 委員旅 

費 をどの 研連 のわくから出すかなどさまざまな 問題があ り，引き続いて 上記委員会で 討議するこ 
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とになりました。 

小委員会も研連の 下につくものですが ，旅費は支給されないたてまえになっています。 発生生 

物学に関連するものとしては 第 nl 期から懸案になっていた 全国共同利用の 臨海生物科学研究所の 

設立計画に関する 問題があ り，この小委員会を 動 研 連の下に作る よう 第 4 部長を通じて 学術会議 

に 申し出ることが 勘所 運 委員会でぎまりました。 

生化学研連から「バイオテクノ 0 ジ 一基礎研究所 ( 仮称 ) 設立計画案」が 出され，各部会や 関 

係 研道，特別委員会などで 討議してほしいとの 要望が生 ィヒ学研運 委員長からあ りました。 

私の関係している 動研連 委員会および 生命科学生命工学特別委員会で 討議したところでは ， 両 

委員会とも提出された 計画内容は現状に 沿った線であ り，将来の ビジ，ソに 欠けるところがあ る 

と 思われるので 再検討するよ う 生化学研 連 委員長に回答することになりました。 
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日本学術会議だより 一 No. 1 一 昭和 61 年 5 月 日本学術会議広報委員会 

一「日本学術会議だより」の 創刊に当たって 一 

日本学術会議は・ 第 13 期の活動の重点の 1 つ として・ キ ・協会との連携の 強化に努めるため ，従来以上に 広報活動の充実をは 
かることとしております。 

このたび，その 一環として，当会議の 活動状況を定期的にお 知らせするため ，今年 5 月から四半期にとに「口木学術会議だ よ   
り」を各学・ 協会の機関誌等に 御 掲載 頗ぅ ことに い たしました。 

今後も引き続き 御 一読いただけれ ば 幸 い です。 

I00 回を迎えた日本学術会議総会   

日本学術会議は ， 去る 4 月 23, 24 日の両日，記念すべき 第 100 回総会 ( 第 13 期の 3 回目の総会 @ を 開催いたしました。 ・ 

今回の「日本学術会議だより」では ，この 策 100 回 総会の議事の 一環として行われた「脳死をめぐる 諸問題」に関する 会員間 

の討論を中心として ，同総会の議事内容をお 知らせ い たします。 

当会議は．今後は．今回のような 総会の報告のほかに ，「 第 13 期活動詞   画 」に盛られた 課題について 具体的に検計を 進めてい   
  る各常置・特別委員会の 活動状況をも 逐次お知らせしていきたいと 考えております。 

総会報告 

日本学術会議第 100 回総会は 4 月 23, .24 日の両日に開かれ ， 第 2 日，午後。 近藤会長司会の 下に「脳死をめぐる 諸問題」 
「日本学術会議傍聴規則」及び「日本学術会議の 運営の細則に に関する会員問の 意見交換が行われた。 これは会員のための 一 
関する内規」を 決定し， また，「脳死をめぐる 諸問題」に つ い 種の勉強会で ，第 13 期から始められた 新しいスタイルの 総会の   

て 意見交換を行った 0 持ち方の 2 回目に当たる。 問題の一般的関心の 深さを反映して 

第 1 日，午前。 会長 ょり 第 4 部会員田中春夫氏が 逝去され， 傍聴席は満席となった。 勉強会は 4 会員による講演と ，各講演 
新たに早川幸男氏 ( 名古屋大学 ) が会員として 発令されたとの に 関連した 4 名の指定発言者によるコメントよりなり ，予定よ 

報告があ り，田丸第 4 部長が故田中会員への   追悼の言葉を 述べ ， り 約 30 分超過し． 3 時間半・にわたって ， 異なった分野からの 意 

全員起立して 黙禧 をささげた。 見開陳が行われ ，人文・自炊 両系 よりなる学術会議にふさわし 

会長ょ り 前回総会以後の 経過報告を受けた 後，諸委員会， 部 ， い 内容であ った ( 詳細については 別掲の「脳死をめぐる 諸問題 

研究連絡委員会の 報告があ った。 広報委員会中川委員長より． ほ ついて 一 総会の討論より 一 」を 参 DB) 。 
「日本学術会議だより」を 多数の学・協会 偲 87 団体，約 90 万 第 100 回総会は「脳死」に 関する様々な 印象を会員に 残しつ 
部 ) の 機関紙などに 掲載される運びになったことに 対して感謝 つ ， 4 時半無事終了した。 
の 意が述べられた。 高齢化社会特別委員会青井委員長ょ り 「 高 なお． 6 時から， 第 100 回総会を記念した 会員懇親会が ，ロ 
齢 社会総合研究センター」 販称 ) の設立についての 中間報告 ピ 一でなごやかに 開催された。 

があ った。 平和問題研 連 川田委員長より ， Snl 研究への参加を 注 1. 今回制定された「日本学術会議傍聴規則Ⅰの 詳細につい 

めぐる最近の 動きに対して 憂慮の念が述べられた。 ては，「日本学術会議月報」 5 月号を参照 
諸報告の後，会長より「日本学術会議傍聴規則 案 」が提案さ 注 2. 今回制定された「日本学術会議の 運営の細則に 関する 内 

れ ，従来の傍聴についての 内規を規則にして 公にすることが 適 規 」は，総会， 部 ，常置 ( 特別 ) 委員会及び研究連絡蚕具 
切 であ ると説明された。 次いで「日本学術会議の 運営の細別に 会 のそれぞれの 運営に関する 諸事項等について 規定すると 

関する内規 案 」が提案された。 この大部分は ，いままでの 諸向 ともに，外部から 学術会議へ提出された 要望等の処理に 関 

規 ，慣行を整理したものであ るが，いくつかの   点で新しいもの する手続，外部に 対する学術会議の 意思の表出 ( 勧告， 声 
を 含んでいる。 王な   点は①学術会議が 勧告などを行う 際の取り 明等 ) に関する手続及び 講演会，シンポジウム 等の開催に 

扱い及び講演会，シンポジウムなどを 開催する手続を 明確化し 関する手続等について 規定している。 

たこと，② 研連 委員の在任期間を 原則として通算 3 任期 (K 任 
期は 3 年 )   までとしたことなどであ る。 脳死をめぐる 諸問題について 
第 1 日．午後。 各部の部会が 開かれ，午前中に 提案された事 
項について審議された。 これらの提案は 第 1   常置委員会が 努力     一 総会の討論より 一 

を重ねて作成したものであ り． また連合部会及び 部会において・ 日本学術会議第 100 回総会第 2 日． (4 月 24 日 ) の午後・総会 
各会員の意見を 聴き調整したものであ るが，この日の 部会でさ 議事の一環として ，「脳死をめぐる 諸問題」に関する 会員問の 

らに慎重な審議が 行われた。 討論が行われた。 

第 2 口，午前。 前日提案された 案件の蕃 課 ・決定が行われた。   行われた 4 件の講演と各講演に 関連した指定発言のそれぞれ 
傍聴規則は異議なく 決定された ( 注 1) 。 運営の細則に 関する の 概要は，以下のとおりであ った。 

内規も， また 掘 修正で決定された ( 注 2) 。 新しい内規によれ   l , 基調報告   医学的見地からみた 死の概念 
ば ，日本学術会議の 名において行われる 公開講演会は ，運営 審     瞳孔が散大し ，呼吸と心臓の 拍動が永久的に 停止したと医師 
議会において 決定し，広報委員会が 実施する。 この中に関して ， が 判断したとき 死亡したという。 これに対して・ 最近，脳機能 

その審議中，従来長年にわたって 行われてきた 学問・思想の 自 が 氷人的にまた 不可逆的に消失したとき 脳死といい，たとえ 士、 

由 に関する公開講演会は 今後も尊重されるべきであ るとの発言 脱 が拍動していても ，これをもって 個体 タ E としての治療行為を 

があ り・その趣旨が 了承された。 止めることがあ る。 欧米の多くの 国では様々な 条件がつきなが   
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らもこれが認められているが ，わが国では 法的に認められてい 

ない。 この 2 6 な 状況下では，医療の 現場に好ましからざる 問 

題 が生じてきている。 一方国際的にも 医学・医療の 立ち遅れと 

共にその進歩を 停滞させているのではないか ，対応が消極的で 

ないかと指摘されている。 死の概念についての 不一致は国々の 

宗教，哲学，倫理等の 相違に基づくものと 考えられ，その 善悪， 
優劣を軽々に 論ずる訳には 行かない。 ただこの概念を 多角的に 

分析する意味から ， 本 総会では多方面の 方々の意見を 拝聴いた 

したい。 ただ上述のようにわが 国の村 応 が消極的であ るとする 

と，わが国の 医学教育の倫理面における 教育理念が欧米諸国と 
は 昇 っていることが 推定されるのであ って，このことによって ， 

わが国の医学・ 医療の進歩に 将来どのような 影響が生じてくる 

か， これは強 い 関心を持たざるを 得ない問題だと 考えられる。 

人間の機能．これは 身体的機能と 精神的機能に 分けられるが ， 

脳はこの両機能を 合せ持っている。 脳は身体の中での 特殊な位 
置づけにおかれていると 考えられる。 心臓や肺などの 器官で行 

う 身体的機能は ，それらが生きて 機能するためには ， 脳 との結 

びつきとその 協調に依存せねばならないとされている。 身体を 
構成する細胞はひたすらに 生きる。 その上に，脳のたくみに ， 

れ きまえかつ さ く生きる精神的機能が 加わって，私たちは 生き 
ている。 人が死に至る 場合に，その 死について上述に よ る医学 

的根拠をもって 死を定義するなら ぱ ，脳死をもってその 基準と 
することにそれなりの 理由があ ると考えられる。 ( 本間三郎・ 

第 7 部会員 ) 

指定発言 : 脳死の問題がわが 国において最近医師 弄 はもとよ 

り関係各方面において 活発に論議されているが ，この背景につ 

いてま づ 医学・生物学的な 解説，具体的には 次の 4 つの問題に 

しぼって私見を 申し上げたい。 ①脳死と個体死の 関係，②脳死 
判定基準，③脳死と 判定されたあ とでの医療行為，①脳死と 臓 
器移植。 以上のことと 関連して脳死のメカニズムの 研究とその 

予防，臓器移植に 代るべき新医療技術の 開発の重要性などにつ 
いて強調したひ。 脳死の問題①②に 関しては医師 界 で充分に審 

議し合意に到達することが 必要であ り，それにつづ い て Q ⑭①に 

ついては更に 国民的合意と 医師，家族間の 理解が必要であ る。 

( 寺山 宏 ・第 4 部会員 ) 
2. 脳死に関する 医療上の間 題点 
医学は医療に 直結する。 医学に科学の 論理性が求められてい 

ることは当然であ るが，医療の 対象は人間の 生命であ るから・ 

倫理的な重みが 極めて強い。 一般的にいって ，倫理観はすべて 
の人に共通ではなく・ 個々の人で・ また同じ人でも 時を変えれ 

ば変動する。 医療の行為の 意思決定の方法は ，医師個人の 裁量 
権 にゆだねられているが ，新しい課題を 抱えて医師が 単独では 

行わない仕組みがつくられている。 脳死に関する 国民的合意が 

得られることを 医療の現場より 望みたいが，そのためには ，東 
洋的な宗教・ 哲学上の問題の 整理と，複数の 医師と家族の 合意 
があ れば脳死をもって 死と判断する 法的な擁護が 具体化される 
ことを切望したひ。 ( 水越 治 ・第 7 部会員 ) 

指定発言 : 最近臨床医学の 進歩はまことに 顕著なものがあ り， 

人類の健康，福祉の 増進に大きく 貢献していることは 周知のこ 
とであ るが，現実の 問題としてわが 国民総医療費の 急上昇も決 
して看過できないものがあ る。 脳死判定後の 医療的行為につい 

ての医療経済面を 取り上げて，脳死を 社会的に考える 資料とし 
て提供する。 
また，脳死後・ 心臓停止に至るまでの 期間をあ る手段により 
人為的に延長させる 方法が発見された。 こうなると，生命力を 
もった個体として 蘇 えることのな い 脳死状態 な 羊水入的に，医 

療の対象とする 危険性が生じてきたことになる。 ここにもまた ， 

脳死に関する 根本的な議論の 必要性があ る。 ( 曲直部 詩夫 ・ 第 

7 部会員 ) 
3. 法律上の視点からみた 問題の整理 
「脳死の判定指針および 判定基準」 ( 厚生省脳死研究班・ 60 
年 12 月 ) には素朴な疑問があ る。 ①角膜反射に 関し閉眼不能の 

  

者については 同検査の除外 側 とし検査対象から 外すべきでな 
いか。 ②前庭反射に 関し投葉の影響によって 反射がみられない 

者については ，これをすへて 同検査の除外 何 とするのでなけれ 

ば，反射がな い のは菓物の影響に よ るものではないとする 客観 

的資料・基準を 示す必要があ るのではないか。 ③脳幹反射かみ 

られなくとも 脳幹機能がすべて 消失しているとは 限らず，それ 

を 確認するために 誘発反応をみるという 提案が出されているの 

に ．これを採用しないのは 何故か。 ( 十 義勝・第 2 部会員 ) 

指定発言 : ①脳死判定基準の 要素に一定の 時間的経過 か 加え 

られていることは ，判定基準の 不確かきを示すものとして ，社 

会的合意を得ることを 困難にしている。 この現状で，脳死 説 に 

よる臓器移植・レスピレーター 取りはずしは ，法律上正当化し 
えない。 ②法律上の死の 概念は医師の 合意に従 う のではなく・ 

社会的合意に よ るべきであ る。 しかし，現在の 判定基準では 国 

民の常識となりえない。 ③脳死の客観的基準が 確立して，国民 
の常識として 受け入れられるようになるまで 待っか，臓器移 

植・レスピレーター 取りはずしについての 医療現場の現実的処 

理に秩序をもたらすための 社会的合意に 基づく法律的条件の 設 

定 に努力するか．今後いずれの 方向を撰ぶかか ，今の私たちに 
課された問題であ る。 ( 澤登 俊雄，第 2 部会員 ) 

4. 倫理・宗教等からみた 問題の整理 
脳死の問題については ， 日本の宗教界や 宗教学界にどのよう 

な意見があ るか，宗教学会で 取り上げたことがな い ので不明で 
あ る。 この問題については 早急に取組みたいと 思 うが ，ここで 

は私見を述べる。 日本人の宗教心では ，肉体を ホトケ として拝 

むことや，遺骨をそのまま 神仏と見る見力があ る。 また，先祖 
供養を重んじて ， これを怠るとたたりがあ るとの考えも 強い。 

この ょう に死体を宗教的に 重視するために ，これが臓器移植の 

障害になっていると 考えられる 0 むしろ，人道正義や 博愛慈悲 

の精神の方向から 模索することによって・ 臓器移植と日本人の 

宗教心との 接   占を見出しうると 考える。 ( 平川 彰 ・第 1 部会 

員 ) 

指定発言 : 旧 ・新約聖書においては ，人間も宇宙万象も 神に 

よって創造されたとされる 0 人間が死ねば ，もとのちりに 帰る 0 

生命の い きの去ったからがはちりであ り，そこには 特に霊的・ 

精神的な価値はない。 宇宙の万象は 神の被造物であ って・占星． 
術におけるような 霊的存在ではない。 このような人問 観 ，世界 

親 は一極の非魔術化のはたらきをなし ，その結果人間の 体も 
星々も科学的な 観察・操作の 対象となる。 

この傾向はギリシャにはしまる 科学的思考，特に " もの " と 
" 小 " の二元論によって 強められた。 近代科学がキリスト 教の 

影響のもとに 生れたとされる 所以であ る 0 しかし・科学が 教会 

の権 力から独立し ，自己完結的な 歩みを始めるとき ，その行き 
つく先はジ ャノク ・モノ一の " 客観的知識の 倫理。 に見られる   
ようなニヒリズムではなかろうか。 

他面，欧米における 脳タ E や臓器移植を 考えるとき，他人のた 
めに奉仕するというキリスト 教倫理の影響があ ることを忘れて 

はならない。 ( 中川秀 恭 ・第 1 部会員 ) 

多数の学協会の 御協力により ，「日本学術会議だ よ り」 

を掲載していただくことができ ，あ りがと う ございます。 

なお，御意見・お 問い合わせ等があ りましたら下記まで 

お寄せください。 

〒 106 港区六本木 7 一 22 一 34 
日本学術会議広報委員会 
( 日本学術会議事務局庶務課 ) 
電話 0 3 (4 0 3) 6 2 9 1 
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会 員 異 動 ㎝柄口 61 年 1 月 -5 円 

        

  

く 新入会 ノ 氏名 

店 部 知 久 ( 復活 ) 

小 山 洋 一 
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公
 

 
 

，
一
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民
 

目
 

林
 

見
 

 
 

乎
 

 
 

浅
 

倉 田 祥一朗 

石 黒 誠 一 

生 態 繁 

末 盛 博 文 

浜 田 新 亡 

山 田 琢 磨 

小 島 有力 n 利 

林 謙 介 

浜 口 幸 久 

所 属 

岩手人。 教育。 生物 

藤田学園保健衛生大学 

区・総合医科研 

放医研。 生物 

筑波大・生物 

筑波大・生物 

山形大・ 理 ・生物 

東北大・ 医 ・眼科 

無人。 医 。 ¥ 生仏 

明治乳業ヘルスザイエ ソス研 

京都府立医大・ 2 病理 

東大・ 理 。 物理 

遺伝研・発生遺伝 

東大・ 理 ・動物 

東工大・ 理 ・生物 
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( ①テーマ ②材料 ) 

①メラノサイトの 増殖と分化の 調 

節 機構 ②マウス 

①マクロファージの 機能と分イヒ 

②マウス， ヒト 

①ウニ 卵 受精および初期発生にお 

げる代謝調節 

①初期 胚 細胞骨格糸の 母性遺伝子 

による制御機構 

② キ イロショウ ジ " ウ バェ 

①筋組織の分化 

②ニワトリ， カヱル ，カブトガニ 

①哺乳類の受精機構 

②ハムスター 

①発生期網膜におけるオプシ ソ の 

産生地 

②ハツ カネズ， 

①テラトカルシノーマの 分化 

② Fg 細胞 

①哺乳類の発生 

②マウス 

①中枢神経の 発生と形態形成 

②ニワトリ 胚 

①発生遺伝学 

② シ 。 ウジ， ウ バェ 

①形態形成，再生 

②ヒドラ 

①ニワトリ消化管の 発生 

②ニワトリ 

①発生にともなう 細胞生理学的変 

@ イ 

②ウニ， ヒトデ，マウスなどの 卵， 

卵母細胞 



金 井 昭 夫 

大 谷 浩 

三 浦 正 幸 

加 藤 和 人 

後 藤 弘 繭 

桜 井 博 

瀧 口 恵 子 

田 尻 浩 章 

能 瀬 総 面 

田 伏 洋 

上 野 健 寿 

干 葉 和 義 

永 田 功 

山 木 好 久 

岡 井 康 二 

末 松 直 也 

小 畑 秀 一 

早大・ 教 ・生物 

島根医大・ 1 解 

阪大 ・蛋白砥 

京人・ 理 ・生物物理 

京人・ 理 ・生物物理 

都立大・ 理 ・生物 

東大・ 理 ・動物 

山口大・ 理 ・生物 

東大・ 理 ・生物物理 

日本電気㈱基礎 研 

東工大・ 理 ・生物 

名犬・ 理 ・生物 

部神経研・遺伝 

理科大・理工。 応用生物 

理研・分子腫瘍 

東大・ ロ ・動物 
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①生化学，発生学 

②ウニ 

① ヒト の発生学地 

② ヒト ， マウス 

①，エリ ソ 形成 

②マウス 

①外来遺伝子の・ 発現制御 
②マウス， ニワトリ 

①遺伝子，発現制御 

②ニワトリ，マウス ，細胞 

①昆虫の変態 

②カイコ 

①鳥類 胚 における 胃 内胚葉性上皮 

の機能分化 

②ニワトリ， ウズラ 胚 

①ヒキガエル 卵膜の形成過程 

② ヒ キガ ヱル 

①細胞接着及び 形態形成 

②マウス 

①発生遺伝学 

②緑虫 

①初期 胚 における遺伝子発現とそ 

の制御 

②マウス 

①核分裂に伴う 核の消滅，形成 

②イトマキヒトデ 

①神経形成に 対する細胞生物学的 

研究 

②ラット， マウ   

①ニワトリ 胚 神経性網膜の 発生， 

分化 

②ニワトリ 胚 

①細胞生物学，生化学 

①発生における 組織間相互作用 

②ラット，マウス 

①受精 
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子
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真
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く 佳所変更 ノ 

井 上 宏 子 

  沢 田 知 夫 

田 野 卓 也 

関 村 刑 期 

前 野 
  
貝 

山 崎 尚 

大 原 たか ね 及 @ １ １ １ 昭 

八 巻 敏 雄 

前 田 ひとみ 

高 木 新 

宇 野 賀 津子 

山 口 正 見 

岩 田 隆 夫 

      渥 美 忠 男 

斎 藤 彰 

宮 沢 ぃづみ 

藤 谷 英 男 

山 本 孝 

今 井 裕 

海 保 正 義 

加 地 早 苗 

木 下 清一郎 

園 部 浩 之 

京中川 徹 

田 代 康 介 

②ウニ及び カ シパン 

北里大・ 医 ・解剖 ①精子形成 

②マウス， ラット，モルモット 

散大・ 理 ・生物 ①卵巣におけるテラト 一 ％ の形成 

②マウス 

京都府立医大・ 2 病理 ①形態形成 

②ニワトリ 胚 

新 住 所 

( 日 )  〒 104 中央区入船 2-2-8 

山口大・ 医 ・ 1 解 

大阪教育大・ 生物 

中部大・ エ ・工学基礎系 

日大・ 医 ・ 1 病理 

北天・ 理 ・動物 

東京都老人 研 ・細胞管理 

㈱バイオ科学研 

( 自 )  目黒区碑文谷 5-27-1 

熊大 ・ 教 特別教科看護教員養成課程 

京都府立医大・ 二解 

京人・ 理 ・動物・免疫生物 

金沢 大 ・ 理 ・臨海 

国外 

理研ライフ S 筑波研究 セ ソタ 一 

( 自 ) 〒 1R4 世田谷区若林 3-9-15 

京人・ 理 ・動物 

麻布 大 ・獣医・分子生物 

( 日 ) 〒 350 川越市新宿町 5-11-3  雪印乳業独身寮 

畜産試験場繁殖部 

( 自 )  〒 277 柏市増尾 2136-182 

甲南大・ 理 ・生物 

埼玉医大・医道 

甲南大・ 理 ・生物 

三菱生命 研 ・発生 

沖中 成人病研 
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景 浦 宏 国立九州がん セソ ター・臨床 研 

清 水 裕 遺伝研・発生 

木 戸 充 阪大 ・細胞工学 セ ソタ 一 

橋 本 有 弘 ㈲発生生殖生物学研究所 

御子 柴 克 彦 収入・蛋白 研 

松 井 太 衝 ・ 奉東 工大・ 理 ・生物 

三 宅 敏 彦。 ． 福井医大・ 1 病 

く 退 会 ノ 

三橋 淳 ，庄司明子，増田清，佐藤正典，岡崎賢二，豊原治彦，日高敏隆， 森 祐二， 

三浦正治，相原 宏，小野さと み     

( 外国会員 )  KIM  YOUNG 一 HWA 
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( 賛助会員 コ 

  

  

組織培養は " イレ " クスコー ニソバ の岩城硝子㈱ ( 〒 100 千代田区丸の 内 3-2-3) 

T  E  L  03 一 214 一 7401 

生物学・生態学洋書のことならヴリーン 洋書㈱ ( 〒 211 川崎市幸区小倉 61 叶ト 506) 

TEL 044-533-0470 

日製産業株式会社 ( 〒 453 名古屋市中村区 名駅 4-6-18  名古屋ビル 内 ) 

発生学をはじめとする 生物科学書の 出版社・ 培 風蝕 ( 〒 102  千代田区九段南 4-3 Ⅱ 2) 

最良の選択ファ         ソ組織培養器具ベクトン・ディッキンソン・オ ー が一シーズ Inc   

( 〒 107 港区赤坂 8-5-84  高膝ビル )  TEL 03-403-9991) 

マウス・モノクローナル 抗体 ( ア p 抗体 ) は明治乳業㈱ ( 〒 104 中央区京橋 2-3-6) 

TEL  03-271-4333 

三菱化成生命科学研究所 ( 〒 194 町田市南大谷 11) 

科学の技術に 奉仕する理工学社 ( 〒 113 文京区 本 駒込 5-9 Ⅱ 0) 

TEL  03-928-5211 

次代を担うバイオテクノロジ 一和助 薬 株式会社 ( 〒 606 京都市左京区北白川西伊織 町 25) 

タイプ別コラーゲ ソ 抗体は㈱アド y く ンスヘ ( 〒 103 中央区日本橋小舟町 5-7) 

TEL  03-667-1551 

バイオテクノロジ 一で未来をひらく㈱バイオ 科学研究所 ( 〒 990 山形市城西町 5-34-5) 

TEL  0236-44-5030 

( 株 ) 武田薬品工業中央研究所 ( 〒 532 大阪市淀川 E 十三本町 2-17-85) 

学術研究用人工 

ジャ リン " 
0 含有元素の組成は 外洋水の分析 値 による。 
0 完全に溶解する。 
0 水質は極めて 安定。 自然海水のようなバラッキがない。 

0 研究の目的により 色々の種類があ る。 
0 殆 んどすべての 海の生物に使用できる。 

0 世界各国で広く 使用されている。 
金 価 格 ( 送料 別 ) 2om 5 Ⅰ用 2 Ⅰ m 

Jamarin@ S 2,000 円 1,000 円 オートクレーヴィン グ できる 

Jamarin@ U 1,600 円 800 円   一般用 
Ca ， free@ Jamarin 1,500 円 750 円 
Ca ， Mg ， free@ Jamarin 1.500 円 750 円 

Sulfate ， free@ Jamarin 1,500 円 750 円 
  

お間合わせ、 ご 注文は直接下記へお 願いします。 

ジャマリン ，り ボ ラ， 、ド 
〒 536  大阪市城東区 鴫 野面 2 丁目 11 番 5 号電話大阪 (06)968 一 3154 
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加熱冷却ユニット 桓温ボックス 
クーラー・ヒーターはチタン 製。 淡水はもちろん 海水や薬品 液 四面全面加熱冷却の 新方式による 高性能の恒温 ホ 。 クス。 

にも使用できる 高性能の循環式小型加熱冷 庫内は精度よく 一定温度に保たれます。 

形式 舛ラー ヒート概略水量 価格 庫内に霜が付きません。 従って 乾 
HC061A-3@ 65W@ 300H@ 120@ 1@ @196>000 形式 :CTA 452-1 

HC101A-3@ 100@@ 300w 160  1 @207,000 外形寸法 訓 700 Ⅹ D460XH440 

HC131A-5@ 130H@ 500W 260  1 @220,000 槽内寸法 :W380XD380XH350 

HC201A-5@ 200W@ 500tf@ 360@ 1@ @237,000 温度範囲 :10 ～ 40 。 C 
HC301A-5@ 300W@ 500W 670  1 @298,000 冷凍機 :100V 65W 

HC401A-5@ 400H@ 5WV@ 1000@ 1@ @335,000 ヒーター :100V l00 Ⅱ 

蛍光灯 :B2W 
温度コントローラー タイマー :24h 

温度を精 T 良く一定に保っことができま サ 。 補填ポンプなどの 電源 :Acl0oV,50/60Mz 

使用に便利な 予備コンセント 付き。 哲 親付きなど各種あ ります。 価格Ⅳ 850 ， 000 

  ポータブルインキュベータ - 
小型軽量、 持ち運びが容易です。 

庫内は精度 よ く一定温度に 保たれます。 

形式 設定方式 温度指示 温度目盛 制御方式     冷凍機とヒーターを 備えていますので 庫内を低 硯 (0 。 C) から 

TA200 米 アナロバ なし -50 ～ 50 。 C 二位置 v26.000 高温 (40 。 G) まで任意の温度に 設定することができます。 

TA201 せ アナロバ 全指示 0 - 50 。 C  二位置 粕 8,000  電源は交流・ 直流両用てす。 車載用として 搬送、 野外ての使用 
TD202%  デジタル 偏差指示 0 ～ 93.9 。 C  二位置 m2g,W0o  の 他 研究室内で利用することができます。 透明蓋付もあ ります。 

TA300-S アナロ ク な し 0 ～ 50 。 C 三位置 牡 7.000 形式 :CTH 305 , CTH 306 
TA301-S アナロク   全指示 0 ～ 50 。 C 三位置 ￥ 44,000 外形寸法 :631x86oxH373 
TD302-S デシタル 偏差指示 0-99.9 。 C 三位置 V48,000 槽内寸法 :350X280XH260 
TD303-S デジタル 全指示 0 ～ 99.9 。 C 三位置 w58,000 価格Ⅲ 187.000(l2V 用 ) 
注 ) 測渦 抵抗体と併せてこ 使用下さい。 v189.000(24V 用 ) 

浜町 は サーミスター 測 海林 V1,800( 空気用 ) 叩 ， 000( 水月 ) 形式 沌 TH 405 , CTH 406 

無印は白金側 湿体 シース材質 SUS304 Y7,900  Ti Vl2,000  外形寸法 :631X360XH480 

槽内寸法 :850x266 Ⅹ H352 

低温桓温循環水押 価格 吋 196.000(12V 用 ) 

実験台上でも 使用できるように 極めてコンパクトにまとめた 低 V198,00 ， 0(24V 用 ) 

温 恒温循環水槽です。 水 混は低温から 高温までを任意に 設定す 

ることができます。 外部循環機能をそなえておりますので 桓温 水生生物 暉境 調節装置 
水槽のほか、 カラムの冷却、 保 各種の魚介類が 飼育できます。 各機器はユニット 形式を採用。 

形式 :CT 65 Ⅱ 0O-S 点検管理が容易です。 水槽、 加熱冷却ユニット、 温度コントロ 
使用温度範囲 :0 ～ 50 。 C 一 ラー、 フィルター、 循環ポンプなどは 全て海水仕様です。 

温度調節精度 : 士 0 ． l 。 C 
外形寸法Ⅳ 420XD380xH340 

  ガラス 水抽 
  笘 鉄製架台 

槽内寸法り 153XH187   オ - パ - フロ - 装む 
冷凍機 :65%   フイルタ - 

ヒーター     30OH 5 % 屈 ポンプ 
  加恩冷却ユニ ツト 

価格 は 250,000   粗皮コントロ - ラ - 
8 治水音 

温度勾配装画 ( ウォーターパス )   木材排水 
    ブ イ ) レター排水 

温度調節水槽はそれぞれ 独自の温度に 設定できます。 

精度の高 い 恒温が得られます。 温度の設定はデシタル 式。 形 式 水 槽 ク -7@  ヒづ @  価 格 

振 とう装置付きもあ ります。 Am@ 9.5-10U-5@ 900X500X450@ 100W@ 500W@ @459,000 

形式 :TGlf-3( 三連 )/TGvr-6( 六通 ) AKA@ 9.6-13U-5 900X600X600 130H 500W V663.000 

使用温度範囲 :0-50 。 C ABS12.5-131A-5@ 1,200X500X500@ 130H@ 500H@ M78.000 

温度調節精度 : 士 0 ． l 。 C ARA12.6-201A-S@ 1,200X600X600@ 200H@ 500H@ @858,000 

槽内寸法 :150 Ⅹ 260xl50X8/X6 ARA15.6-301A-10@ 1.500X600X600@ 300H@ l ． OOOW@ @1,005,000 
冷凍機 :65w flRA15.7-401A-10 1.500X750X750 400 打 1,0OOW 苧 1.297,000 

ヒーター :100WX3/x6 AKA18.6-30H-10 1,800X600X600  300H  1.OOOH i'1,107,000 

価格 は 620 ， 000 円 780 ・ 000 ARA18.7-401A-10 1.800X750X750  400K  l.oooH @1,475,000 

アクア株式会社 〒 141 東京都品川区西五反田二丁目 10 一 8 TELO3 一 49R 一 5668 
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む か つ 

  
ライフインダストリ 一の三菱化成が 採血から 涯過 まで一貫国内生産 

最 ， 終 、 炉過は孔径 0 ． ¥ が m の ノ ンブレンフィルター 使用 

生後 24 時間以内で初乳を 飲む前の新生侍牛から 採血 

生後 2 週間以内の新生 俘 牛から採血 

成 生血清 l ,5 才以上の牛かり 採血 

Armour  PharmaceuticaI Company  (U.S.A.) 製造 

(Rehatu@ ⑪Ⅰ． S.) 

生後 l6 週間以内の仔牛から 採血 

何れもロットチェック 用サンズ ル を提供致します : 

三菱 イヒ Ⅰ 或 工業 叶 末武金目 土 医薬事業部 
〒 l0n 東京者『千代田区九のぬ 2-   52( 三菱 ビめ 大阪支店化成品部門 名古屋支店化成品部門 

容 03(283)679l( 直通 ) 容 06(208)4560( 直通 ) 宕 052(562)2556( 百曲 ) 

東京支店化成品部門 九州支店化成品部門 
呑 03(2a3)6l00( 直通 ) 呑 092(29 け 889l 
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殖を支える大きな 力、 組織 培 歩武 目 

日本製薬から 
% 高圧蒸気 戚菌 可能 イーグル MEM 培地① 宙 NBHRO, 不吉 
KM 含 @ NaHCo3. ヒ - ㎝ハ不合 フィリアシヤ 一の 士 苦手土六れ 

Ⅰ高圧蒸気滅菌可能 イーグル MEM 培地② Ⅱ高圧蒸気滅菌可能 

KM 含 @ NaHoo@. 」 -G ㎞・『日下合 KM 含有 NaHoo,. 」 -Gln 不合 
三 S 培地 

% 高圧蒸気成苗可能 
NaHoo@.L-Gl Ⅰ・ PR.KM 不合 

イークリ ン M 日 Mi 吉士 也 ③ 血 NaH00 ，不合 ハンクス 液 ① 

目高圧蒸気成苗可能 浮遊培養用 イーグル M 三 M 培地① ⅠⅡ BHnn,.FP 円本吉 
KM 含有 Na Ⅱ Ccol. - 」 -f:ln 不合 ハンクス 液 ② 

Ⅲ高圧蒸気滅菌可能 KM 含有 NaHC0 ，   イーグル M 三 Mt 吾地 ⑤ Ⅰ NaHc:o, 不合 
」 -O@n. 」 -Arg. 」 - 」 eu.L-Mai. 」 -P Ⅱ O 不合 ア - ル 液 
% 高圧巻衰滅菌可能 
NaHoo@.L.Q@n 不合 イーグル BMEl 音 地 ダルベッコ PBS( 一概 

イーグル M 圧 M アミノ酸ビタミン 培地 下 ダルベ ソコ P 臼 S 用 金属塩類溶液 

田 NaHRo, 不合 ダルベッコ 変法 イーグ ノめ吾地 ① 亜 無菌凍結乾燥 
グノレ タミン 

碑 高圧蒸気滅菌可能 
N,l ト @00l. Ⅰ -Gln 不合   ダルベ ツコ変法 イニ グノめ吾地 ② 

曲 NaHnn, 不合 l99 培地 製造発売元 

甘 NaHoo, 不吉 
ハム Fl2 培地 

田 NaHoo, 不合 

日米製薬株式会社 
RPMIl6401 音 地 ① 本 社 〒 l70 東京都豊島区巣鴨 2 一 Ⅱ 目 

% 高圧蒸気滅菌可能 電話 0 3 (9 l 8) 8 l 6 6 ㈹ 
NaHCol. 」 -.nln 不合 RPMIl640 培地② 営業所 東京・関東・ 大阪・名古屋・ 広島・福岡                   
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物 研究用 

 
 

気 低温恒温 韓 ( 送風循環型 ) 
高精度普及型   

NK 式 プロバラム電気低温恒温 器 Gi ま風循環型 ) 
四季の温度がプロバラムで 自在に再現できます ソ   

  

型式 

佐 椋 

内法 
間口 X 典 @ 
X 高さ 明 

温 度 
悔 囲 

価 格 

Ⅹその他ぃ 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 型式 LP-@ ㏄ LP-2 ㏄ LP-.3 ㏄ 

f 山様 一 3 P 一 3P 一 3 P 

自 登登香菜 4" 掻器 85" 楽器 R6" 楽器 : 
温 度 +5 ち +S せ +5 で 
    -4B 毛 -45 で -45 で 

価格 l49. 坊門 l53.5 万円             
  

N K 武人工気象播 
植物の育成、 小動物 ( 昆ぬ ) 飼育の本格派 ソ 

N K 式 プレハブ電気低温恒温槽 
組立、 移設、 増設が思いのまま ソ 
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画 
● LH 型 干 5 泊 一 45 で 
価格 1 坪 1,190,000 円 
より各種 

aLP 型 十 18 で -45 で 

価格 1 年 1,290 ， 000 円 
より各種 

米 詳細はプレハブシリー 

ズカタログをご 請求下 
さい。 

K 式 クリーンベンチ ( 垂直属 

℡
￥
 紐
 ￥
 

N
N
 

一 VS 一 850 

780,000 

一 VS 一 13 ㏄ 
880 ， 000 

流型 ) NK 式 クリーンベンチ ( 垂直層流両面型 ) 
無菌作業の能率アップに ソ 

NKB 一 VW 一 850 

￥ 1,200,000 

NKB 一 VW 一 1300 

￥ 1,500,000 

株式会社日本医化器械製作所 
本 社 〒 550 大阪市四区江戸掘 l 丁目 l9 番 2A 号 電話大阪 06(443)07 は㈹ 
東京営業所 〒 183 束京都府中市緑町 7 0 5 3 一 4  電話 府中 0423(65)3245 ㈹ 
工 場 〒 583 羽曳野市朝 ケ谷 5 番地 47 号 俺話 羽曳野「 0729(58)191 鉗り 
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研究活動最前線。 先進の科学でお 耐ぇします。 

フカレコン組織培養 
高度な研究活動に、 すぐれた器材の 

存在が欠かせないように、 そこ ず 使 

われる器材の 開発にも高度な 科 手技 

術と最新の手法が 駆使されています。 

フアルコンは、 研究室におけるニー 

ズを先取りする 形 てさまざまな 組織 

培養器具を開発しており、 そこては、 

最新の科学的手法が 活用されています。 

コンピュータによる 製品開発・課き 十 

システムは、 機能面、 品質面てすぐれ 

た製品づくりに 役立っております。 

材質面ては、 研究室においてフルに 

  性能を発揮するように 開発され選び 

抜かれたものが 使われています。 

たとえば、 5 ㎝ & コニカルチューブ 

フルーマックス ( 別 ueM 盤 ) について 

は、 透明度と強靱さを 両立させるた 

め、 特別に開発した 共重合体ポリプ 

ロピレンを使用しています。 

ベクトン、 ディッキンソンの 品質保 

証基準は、 合衆国の GMP による ガソ 

ドラインを上回っており、 また製品Ⅰ 

内のバラツキを 無くすためのプロセ 

スモニターは 、 軍ィ + 様の基準による 

品質プロクラムを 使用し 、 高い品質 

水準を ぁ鰍早 しています。 

研究活動の最前線で   求められる信頼 

，性の高い 患ぬ 絹が吾 妻 器具 

フアルコンは 先進の科学技術で・ お 応 

えいたします。 

""" 

" 八 @ 克元 Ⅲ 亡 兄 

Becton@ Dickinson@ Overseas@ Inc   Becton Dickinson Labware 
ベクトン、 ヂ千ソ キンソンオーバーシーズインク ベクトスディッキンソンラブウエアー さ業部 
〒 @07 文京都名匠 赤坂 @-5 り 4 席藤 ヒル 丁 EL n3(4a 切的 引 (@t)   

● a-D. ファル ニン @ ト al ㏄ n.nlll@Mnaxi. ベク t ン ．ディ ノ キンソンアノド つン @@ こ 一の商標てす。 ● Beol@nDlch           臼 @wn Ⅳは べ クトメ、 ディ /* ンソンアンドカンパ こ - のウ 栗田です・ 
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末紫外部フィルタ -   を装着 ソ     

従来の可視部フィルタ = に加えて 

  紫 外部フィルターを 装着しました。 

米コンピュニタ 制御可能 ソ 

コンピュータによる 操作および テ， 

の 測定表示モード ソ       

愛 ㊥ 袈オ売 " 努親 〒 T 564 ヒ Ⅰ 大阪府吹田市正の 大阪 (06)386 一 2l6 本町 Ⅱ代表 3 か ) ㎝ 提携① 円 ow  Ⅰ abora 士 oonies   4-B 

  

' 3 ヰ "  。 l " べ 蔑 
  U 温 U ざ甲 ｜ 

ドタイフ。   
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ル lUPid-2 。 
ミニゲル電気泳動システム《ミューピッド -2 》 
従来のミュー ピツド にポリアクリルアミドゲル 調製用カバーが 

ィす きました。 ア ガロースゲル 同様、 簡便な使用が 可能となりま 
した。 

Ⅰ お 一人に一台以上。 

e 安全、 軽量、 簡単な操作。 

e 学生の実習用など 教材としても 最適。 超安価￥ 三 

  

  

  



  

  
  
  

  

    

  大型アクリ ) レ 水槽ⅠⅠ RP 水槽Ⅰコンクリート 水 

お 気軽にお電話下さい。 

呑 東京 03(778)175]( 代 ) 

加熱・冷却ユニット●運搬車輌用水槽Ⅰ付帯工事一式 

工 ム 
コ % 
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低温水棲生物生理実験装置 
低温水棲生物の 生理実験用装置。 極寒冷地の植物性・ 動物性プランクト 

ン， ウニ， ヒトデ，ベントス 等に最適。 水槽・温度調節装置・ 照明装置 

を 装備。 6 樽分離独立。 温度制御範囲は 一 5 で一 +30 で。 照明装置 ( ク 

ロル レイランプ，熱線吸収ガラス 使用。 高 照度 30,000LUx 。 照度・照明 

時間の自由設定可能。 

卵稚仔 温度反応試験装置 
水生生物の卵・ 稚 仔の環境温度に 対する反応研究用に 最適の装置。 

試験管 88 本により環境温度勾配を 広範囲に一定保持。 実験対象の各 

部位置温度を 時間経過に従がって 記録。 照度も自由に 選べ ろ 照明 装 

置 。 小型多点温度記録装置が 特長です。 

卵稚仔 温度反応試験装置用馴致装置 
卵稚仔 温度反応試験装置 (TG ll 一 8) の馴致用装置。 本 装置は 6 槽 

に 分離独立。 水槽ごとに温度設定が 可能。 吝槽 ごとの試験管挿入 可 

能 。 卵稚 仔を反応装置 (TGll-8) に入れる 前 準備に、 また分類作業 

  に 最適。 温度制御は正確   

フランワトフ 培養装置 
動植物性プランクトンの 海水培養用装置。 幼魚，・稚魚等の 飼育も可 

能 。 2 ポリェチレン 円形 2 重水槽。 外側 槽 による温度制御。 制御節 

囲 5-35 。 G 。 ヒーター・ク - ラー自動切換 式 。 照明装置は高出力 蛍 

光 町 。 光量 調節・照明時間の 自由変更可能。 海水循環 

給 ・水質維持装置付。 
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酸素電極による 
( 溶存酸素による 呼   

  

S 一 1  溶存酸素測定装置 

記録計 
エ m.V ～ 工 OV 
フルスケール 全幅移動可能 
400K ぬ ～無限大 ( レンジによる ) 
250mm 幅 
6 段変速 ( 標準最少 2. 5m 血 /m 土 n) 
AC1 00V@ 
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誇 情識理化学器械株式会社 
〒 t 12 東京都文京区後楽 2- 21 - 14 
TEL  (03) 8 工 5 - 3066 ㈹ 
FA Ⅹ (03 Ⅰ 815 - 323 エ 

ー 43 一 



 
 

本 社〒 l03 東京都中央区日本橋本町 2-9-5 TEL, (03)279-09ll( 大代表 ) 
新柄別館〒 l05 東京都港区浜松町 -l-ll TEL. (03)434-78l@( 大代表 ) 

Ⅰ営業所 / 大阪・京都・ 名古屋・ 損岡 ，熊木・広島・ 仙台・札幌・ 金沢・甲府・ 城北・川崎・ 横浜・ 乎埋 ・厚木・八王子・ 国分寺・千葉・ 大宮・ @l@ 越 ・熊谷・宇都宮・ 筑波・鹿島 

TO 

気球 銀 染色キット 
シルバーステイン KANT0 ほ 、 蛋白，核酸を 高感度 
で簡単に検出できます。 

シルバーステイン KANTO は、 現像が緩やかにすすむよ 

うに調製されています。 現像停止の ボ イントを判断しや 

すく美しい染色 像 が得られます。 

Cat.No.57650 S Ⅰ lVe で S 七 % ユ Ⅱ KA よ Ⅰ TO 
電気泳動用銀染色キット・シルバーステイン KANTO 

スラブゲル (@40mmXl40mmX@.0mm) 25 枚 分 
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Ⅰ無菌生産 
コ一 ニンバの粗織培養用製品は、 無菌環境で ，ィだ られています。 このた 

め バクテリアは 勿論、 機械油の蒸気やほこり 等の付着もなく、 培養 特 
  准ひ 安定しています。 
Ⅰ フオ @ ムラツ ク 
コ一ニンバの 遠流 笛 ・培養皆には、 フ オームラック 付きがあ ります 目又 
納や運搬に便利な うムガタツキ がな い ため傷をつけることがなく ， 

沈澱 物 が再浮遊す 6, じ ・自己もあ りません。 

引 00% リークテスト 

ニーニンバのフラスコは、 全数圧力試験を 行っております。 また厚手に 
成形されてし サ すので，リークやクラックの 心配はあ りません。 

Ⅰ タ フ リ レシールキヤ ップ 

タフルシールキヤ ッフ   は、 容器の口部内側と 端部の 2 箇所でシール 

するもので，漏 @ を完全に防ぎます。 
Ⅰクロスコンタミネーション 防止 
マイクロプノートは 、 了しが独立しており、 クロスコンタ ミガ、 - ションの 
危険があ りません。 

●表面処理は、 親水柱と 佃 

棚 "" 。 "" 。 '" 。 ． 
コーティンバではあ りませ A@ 

Ⅰ ヒ TO は，エチレン オ キサイ 

ドガス波面です。 

Ⅰ 群細は カタログをご 如木 ( 
    ださい。 

岩城硝子株式会社 耗 大阪支店 販売部 口 a  03(2i4)740l( 06(362)629 Ⅱ 代 代 ) ) 元店 棚島 主文 店 店 む %082(248 092( 朽 け 5606( 沌 j29 Ⅱ 代 代 ) )     
* 杜ノ 〒 @ 東京 毒 千代日ロ九の 内 3-2-3 ( 甘土ビル ) 名古屋支店 廿傭 2(2@ ㏄ 襲 ( 代 ) 札幌営業所 杏 0ll ㏄ 別れ 477( 代 ) 




